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ま
だ
ま
だ
若
き
ゃ
も
ん
に
ゃ

負
け
ん
ば
い
っ
!!

元気いっぱい！阿蘇市シルバースポーツ大会
　阿蘇市シルバースポーツ大会が１０月３日、各旧町
村単位で開かれ、60 歳以上の参加者 2,354 人が、
さまざまな競技を楽しみました。
　一の宮会場で行われた地域対抗綱引き競技では、元
気と気迫で縄を引く参加者に、観衆から大きな声援が
飛びました。
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世界ジオパーク認定へ前進
阿蘇ジオパーク、国内推薦を獲得！

　９月２４日、日本ジオパーク委員会から阿蘇市を含む阿蘇
地域が世界ジオパーク国内候補地として推薦されました。
　これまでの阿蘇ジオパークの取り組みや今後の日程などに
ついて紹介します。

　
蘇
は
２
０
０
９
年
に
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
日

本
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
地
の
成
り
立
ち
の

テ
ー
マ
を
持
っ
た「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク（
認

定
地
域
）」
が
阿
蘇
を
含
め
32
ヶ
所
あ
り

ま
す
。
そ
の
う
ち
、
阿
蘇
が
目
指
す
「
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
認
定
を
受
け
て
い
る

地
域
は
日
本
で
は
洞
爺
湖
有
珠
山
（
北
海

道
）
な
ど
６
ヶ
所
あ
り
ま
す
。

　
世
界
で
は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
に
多
く
、

29
か
国
・
地
域
に
１
０
０
ヶ
所
の
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。（
２
０
１
３
年

９
月
現
在
）

　
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
る
に
は
、
美

し
く
、
珍
し
い
自
然
や
景
色
が
あ
る
だ
け

で
は
な
く
、そ
れ
ら
の
成
り
立
ち
を
伝
え
、

教
育
や
観
光
に
活
用
し
て
い
る
か
な
ど
、

保
護
と
活
用
に
関
す
る
厳
し
い
審
査
が
あ

り
ま
す
。
今
回
、
日
本
委
員
会
の
推
薦
獲

得
は
国
内
で
阿
蘇
地
域
の
み
で
す
。
日
本

代
表
の
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

い
よ
い
よ
世
界
審
査
に
臨
み
ま
す
。今
後
、

世
界
委
員
会
の
書
類
審
査
、
来
年
夏
の
現

地
審
査
の
後
、
秋
に
は
認
定
の
可
否
が
判

明
し
ま
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
（
国
連
教
育
科
学
文
化
機

関
）
が
支
援
す
る
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
阿

蘇
は
名
実
と
も
に
そ
の
価
値
、
資
源
の
素

晴
ら
し
さ
を
世
界
中
に
発
信
で
き
ま
す
。

　

阿
蘇
地
域
に
住
む
私
た
ち
は
、
ジ
オ

パ
ー
ク
の
活
動
で
自
分
た
ち
の
大
地
の
成

阿

こ
れ
ま
で
の
歩
み

５
・
7�　

�

阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

議
会
設
立

６
・
19　

�

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
加
盟
申
請
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・
28　

�

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
加
盟
認
定

４
・
22　

�

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
国
内
候
補
申
請

８
・
10　

�

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会

現
地
審
査

９
・
14　

�

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
国
内
候
補
地
見
送
り

４
・
24　

�

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
国
内
候
補
申
請

（
２
回
目
）

９
・
24　

�

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
国
内
候
補
地
保
留

３
・
28　

�

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会

へ
の
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
提
出

８
・
16　

�

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
現

地
審
査

９
・
24　

�

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
国
内
候
補
地
決
定

( Ｈ 21)( Ｈ 22)( Ｈ 24)( Ｈ 25)
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阿蘇ジオパーク推進協議会会長である佐藤阿蘇市
長に推薦決定の連絡があり、集まった関係者は喜
びを分かち合いました。

地球のダイナミックな活動や痕跡から大地の
成り立ちを知り、人間との関わりを楽しむ自
然の中の公園という意味である「ジオパーク」。
阿蘇ジオパークは、巨大な火山活動の跡であ
る「カルデラ」をはじめとする地形・地質の
遺産と、そこで生活している人間の営みが世
界に誇る見どころです。

世界認定に向けた
取り組み

り
立
ち
や
特
徴
を
知
り
、
地
域
資
源
の
特

徴
や
大
切
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
が
防
災
意
識
の
向

上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
で

あ
る
こ
と
を
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
地
域
ビ

ジ
ネ
ス
に
利
用
し
、
そ
の
質
を
高
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
町
村（
阿
蘇
地
域
７
市

町
村
と
山
都
町
）や
地
域
団
体
で
つ
く

る
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
や
、
ジ

オ
パ
ー
ク
認
定
ガ
イ
ド
で
つ
く
る
協
会
で

は
、
見
学
ツ
ア
ー
や
ブ
ラ
ン
ド
商
品
認
定

な
ど
実
施
し
、
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

世
界
審
査
で
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
で
生
活
す

る
皆
さ
ん
が
、
地
域
の
成
り
立
ち
や
素
晴

ら
し
さ
に
気
付
い
て
い
る
か
？
な
ど
も
認

定
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
今
後
も
ジ
オ
パ
ー

ク
の
取
り
組
み
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

見どころ満載！

阿蘇ジオパーク！
！

1

2

3

4

1�ジオパークの見どころ「ジオ
サイト」に解説板を整備した
り、魅力を伝えるジオガイド
を養成

2�カルデラ内外に広がる５つの
ジオツーリズムコースを用意

3�ジオパークの魅力を伝える
ラッピング路線バスを運行中

4�子どもたちが地域資源を学ぶ
教育活動を支援している
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平成２４年度

決算報告

九
州
北
部
豪
雨
災
害
に
よ
る

災
害
復
旧
費
が
大
幅
増

　
平
成
24
年
度
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
・
企
業
会
計
の
決
算
が
、

市
議
会
９
月
定
例
会
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
皆
さ
ま
か
ら
納
め
て
い

た
だ
い
た
お
金
や
国
・
県
か
ら
交

付
さ
れ
た
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
た
の
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問い合わせ
財政課　☎ 22-3204

歳入総額 199億5,576万6千円

地方交付税 36％

国庫支出金 14.4％市　税 13.9％

市　債 11.6％

県支出金 7.9％

財産収入等 7％
繰越金 4.7％
地方譲与税・各種交付金 2.8％ 分担金等 1.7％

歳　入　内　訳

❶地方交付税
どの地域に住む住民にも一定水
準の行政サービスを提供できる
よう国から交付されるお金

71 億 8,965 万 5千円

❷国庫支出金 特定の事業を行うために国が交
付するお金 28 億 7,835 万 2千円

❸市税
市民の皆さまから納めていただ
いた税金（市民税や固定資産税、
会社の法人市民税等）

27 億 6,652 万 6千円

❹市債 特定の事業を行うために市が借
り入れたお金 23 億 1,309 万円�

❺県支出金 特定の事業を行うために県が交
付するお金 15 億 8,117 万 4千円

❻財産収入等 財産収入のほか、寄附金、繰入
金、諸収入が含まれます。 14 億 258万円

❼繰越金 前年度から持ち越したお金 9 億 2,968 万 5千円

❽�地方譲与税・
　各種交付金

国税や県税として徴収したもの
を、国や県が一定の基準により
市に対して譲与・交付するお金

5 億 5,379 万 9千円

❾分担金等 分担金のほか負担金、使用料、
手数料が含まれます。 3 億 4,090 万 5千円

財　源　内　訳

27.3％ 72.7％

自主財源　市が独自に調達できるお金　54 億 3,969 万 6千円

依存財源　国や県などから市に入ってくるお金　145 億 1,607 万円

一般会計

自

自

自

自

依

依

依

依

依

自 依＝自主財源 ＝依存財源

歳入

❶

❷❸

❹

❺

❻

❼

❽ ❾

一 般 会 計
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歳出総額 186億5,960万5千円

民生費 27.4％

衛生費 14％

災害復旧費 12.1％教育費 11.9％

総務費 8.8％

公債費 8.4％

農林水産業費 6.9％

土木費 5.2％
消防費 2.6％

商工費 1.8％
議会費 0.9％

歳　出　内　訳
❶民生費 福祉の向上のために使われるお金 51 億 1,292 万 4千円

❷衛生費 ごみ処理や健康づくりなどのた
めに使われるお金 26 億 1,209 万 6千円

❸災害復旧費 災害復旧のために使われるお金 22 億 5,888 万 7千円
❹教育費 教育のために使われるお金 22 億 2,610 万 2千円

❺総務費 庁舎の維持管理や交通、統計、
選挙、徴税などのためのお金 16 億 4,551 万 4千円

❻公債費 市の借金を返済するためのお金 15 億 6,885 万円

❼農林水産業費 農林畜産業の振興のために使わ
れるお金 12 億 8,943 万 2千円

❽土木費 道路や橋、河川、公営住宅など
の整備のために使われるお金 9 億 6,376 万 5千円

❾消防費 市民の安全を守る消防活動や防
災対策のために使われるお金 4 億 8,189 万 5千円

　商工費 商工・観光の振興のためのお金 3 億 4,178 万 9千円
　議会費 議会運営のためのお金 1 億 5,835 万 1千円

差 引 額 12億9,616万1千円
　歳入歳出差引額12億9,616万1千円のうち、6億9,071万円は、
25年度に繰り越した災害復旧事業等の財源となっています。

平成 24年度に実施した
主な事業

総務費
●�地方バス運行等特別対策事業
●�乗合タクシー運行事業
●�光ネットワーク管理事業

民生費
●�災害救助費
●�障がい者福祉事業
●�児童手当給付事業
●�保育園運営事業
●�乳幼児及び児童生徒医療費助成事業

衛生費
●�災害廃棄物処理事業
●�予防接種事業
●�各種健診事業
●�ごみ収集事業
●�阿蘇広域行政事務組合負担金
（RDF、し尿処理等）

農林水産業費
●�農道及び林道整備事業
●�農地・水・環境保全管理支払交付金事業
●�中山間地域等直接支払事業
●�くまもと稼げる園芸産地育成対策事業
●�戸別所得補償制度推進事業
●あか牛草原再生事業
●�阿蘇草原特区推進事業

教育費
●�碧水小学校大規模改修等事業
●�内牧小学校耐震補強事業
●�一の宮中学校体育館新築事業

災害復旧費
●�公共土木施設災害復旧事業
●�農地等・林道施設災害復旧事業

商工費
●�商店街活性化事業
●�商店街景観整備事業
●�阿蘇市観光戦略づくり事業
● �ANAネーミングライツ事業
●�健康づくりの郷推進委員会補助
事業（元気ウオーク）
●�国内・海外観光客誘致事業
●�地域振興イベント事業

歳出

一 般 会 計

❶

❷

❸❹

❺

❻

❼

❽

❾

10

11

10

11

土木費
●�阿蘇市幹線道路整備事業
●�阿蘇駅周辺再開発事業



離婚・相続・借金・交通事故・土地の境界 etc… ひとりで悩まずお気軽にご相談ください。

受付時間：平日１０時～１７時（事前予約制）ＴＥＬ：０９６７－２２－５２２３

・一般 相談料  ３０分１０５０円
・『多重債務』の相談 は 無料 地域の法律事務所として設立された公設事務所です。

阿蘇ひまわり基金法律事務所

熊本県弁護士会所属　弁護士　関塚 明子（せきづか　あきこ）

〒869-2612　阿蘇市一の宮町宮地2005-8-203（阿蘇市商工会一の宮支所となり）
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平成２４年度　決算報告 特別会計 と�公営企業会計

特 別 会 計 市が特定の事業を行う時に経理を明確にするため一般会計と区別した会計です。

会計名 歳入額 歳出額 差引額

阿蘇山観光事業特別会計 1億 134万 4千円 9,991万 4千円 143万円

下水道事業特別会計 9億 8,168万 5千円 9億 5,560万 7千円 2,607万 8千円

国民健康保険事業特別会計 40億 9,320万 1千円 39億 9,231万 7千円 1億 88万 4千円

介護保険事業特別会計 30億 262万 6千円 27億 5,237万 7千円 2億 5,024万 9千円

後期高齢者医療事業特別会計 3億 6,545万 8千円 3億 5,928万 2千円 617万 6千円

坂梨財産区特別会計 2,482万 1千円 1,476万円 1,006万 1千円

古城財産区特別会計 3,698万 3千円 1,984万 8千円 1,713万 5千円

中通財産区特別会計 1,008万 3千円 644万 4千円 363万 9千円

宮地財産区特別会計 3万 1千円 1万円 2万 1千円

診療所特別会計 9,599万 1千円 9,523万円 76万 1千円

公営企業会計 市が経営する企業の会計です。

会計名 歳入額 歳出額 差引額

水道事業会計

（収益的収入額） （収益的支出額） （収益的収支）

　4億 2,042万 3千円 4億 4,140万 8千円 ▲ 2,098万 5千円

（資本的収入額） （資本的支出額） （資本的収支）

1億 9,284万 6千円 4億 4,646万 9千円 ▲ 2億 5,362万 3千円

阿蘇中央病院事業会計

（収益的収入額） （収益的支出額） （収益的収支）

11億 7,224万 3千円 12億 537万 7千円 ▲ 3,313万 4千円

（資本的収入額） （資本的支出額） （資本的収支）

17億 8,043万 1千円 12億 7,066万 7千円 5億 976万 4千円

★

★…�資本的収支の不足額は、当年度消費税資本的収支調整額、当年度及び過年度
損益勘定留保資金で補てんしました。

広
告
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さ
し
の
べ
た

そ
の
手
が
こ
ど
も
の命綱

児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。
11 月は児童虐待防止推進月間です

　
童
へ
の
虐
待
は
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
厚
生

労
働
省
に
よ
る
と
、
児
童
相
談
所
へ
の
児
童
虐
待
相
談
対
応
件

数
は
、
平
成
２
年
か
ら
統
計
を
開
始
し
て
以
降
、
毎
年
増
加
し
て
い
ま

す
。（
左
下
グ
ラ
フ
参
照
）
特
に
、
平
成
16
年
以
降
、
毎
年
50
人
を
超

え
る
児
童
が
虐
待
に
よ
り
死
亡
し
て
い
る
深
刻
な
状
況
で
す
。

　

児
童
虐
待
は
、
４
つ
の
分
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。（
左
上
図
参
照
）

子
育
て
や
出
産
な
ど
で
悩
ん
だ
り
、
児
童
虐
待
を
発
見
し
た
と
き
は
市

役
所
福
祉
課
（
☎
２
２
‐
３
１
６
７
）
ま
た
は
熊
本
県
中
央
児
童
相
談

所
（
☎
０
９
６
‐
３
８
１
‐
４
４
１
１
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

身体的虐待 殴る、蹴る、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、
溺れさせる、首を絞める、縄などにより一室に拘束する　など

性的虐待 子どもへの性的行為、性的行為を見せる、性器を触る又は触らせ
る、ポルノグラフィの被写体にする　など

ネグレクト 家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の
中に放置する、重い病気になっても病院に連れて行かない　など

心理的虐待
言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、子どもの
目の前で家族に対して暴力をふるう（ドメスティック・バイオレ
ンス）など

児

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

H2 H4 H6 H8 H10 H12 H14 H16 H18 H20 H22

《児童虐待の種類》

《児童相談所への児童虐待相談件数の推移》 （総務省統計局より引用し作成）

平成 23年度は
59,919件

（
平
成
25
年
度
標
語
）
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阿
蘇
市
を
含
む
阿
蘇
地

域
が
９
月
13
日
、
国
の
地

域
活
性
化
総
合
特
区
「
草

原
特
区
」の
指
定
を
受
け
、

９
月
26
日
、
東
京
都
で
特

区
指
定
授
与
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
特
区
制
度
は
、
先

進
的
な
地
域
活
性
化
の
取

り
組
み
と
な
る
可
能
性
の

高
い
地
域
を
、
国
が
指
定

し
成
長
戦
略
の
切
り
札
と

し
て
、
総
合
的
に
支
援
す

る
制
度
で
す
。

　
草
原
特
区（
正
式
名
称：

千
年
の
草
原
の
継
承
と
創

造
的
活
用
総
合
特
区
）は
、

こ
と
し
４
月
に
阿
蘇
地
域

７
市
町
村
と
山
都
町
に
よ

り
共
同
申
請
し
、
今
回
、

阿蘇地域が草原特区に指定

総務省庁舎内で行われた授与式のようす。
写真左は、新藤義孝総務大臣。

２
度
目
の
申
請
で
指
定
を
受

け
た
も
の
で
す
。

　
国
と
の
協
議
に
よ
り
特
区

事
業
と
し
て
認
定
さ
れ
た
場

合
は
、
規
制
緩
和
や
財
政
面

な
ど
の
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
草
原

の
維
持
保
全
と
新
た
な
活
用

に
よ
る
観
光
振
興
に
取
り
組

む
た
め
、
国
に
対
し
、
左
記

６
つ
の
規
制
の
特
例
措
置
を

提
案
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
指
定
は
、
同
じ
く

９
月
に
決
定
し
た
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
国
内
推
薦
の
大
き
な

後
押
し
と
な
り
、
世
界
文
化

遺
産
登
録
へ
の
弾
み
に
な
る

も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

提案事項名

❶�野焼きに支障が生じる小規模樹林等にかかる保安林について規
制の特例、緩和

❷�農業振興地域で整備可能な農業用施設の要件の緩和、申請手続
きの簡素化

❸草原内にある国有林立ち入り規制の緩和

❹第三種旅行業者の企画旅行催行区域制限の緩和

❺草原案内・見回りマッチングシステム構築支援

❻草原を活用したビジネス参入者に対する支援�

《新たな規制の特例措置等の提案内容》

　
全
区
長
を
対
象
と
し
た
行
政
研
修
が
10
月
11
日
、
就

業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
行
政
研
修
は
、
区
長
が
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
役
割
や
要
望
に
応
え
て
い
く
た
め
に
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
人
権
啓
発
ビ
デ
オ
の
上
映
や

「
自
主
防
災
組
織
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
、
橋
本
守
和
氏
（
熊
本

県
危
機
管
理
防
災
課
）、
大
木
福
男
氏
（
前
狩
尾
２
区

区
長
）
の
２
名
が
、
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
や
実
際

に
活
動
を
行
っ
た
経
験
を
も
と
に
、
自
助
・
共
助
を
中

心
と
し
た
自
主

防
災
活
動
の
重

要
さ
に
つ
い
て

講
話
。
参
加
し

た
区
長
は
、
昨

年
の
災
害
以

降
、
そ
の
重
要

性
が
注
視
さ
れ

て
い
る
自
主
防

災
組
織
に
つ
い

て
の
研
修
と
あ

っ
て
、
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

区
長
が
自
主
防
災
活
動
に
つ
い
て
学
ぶ

阿
蘇
市
区
長
会
行
政
研
修
を
開
催

規制緩和や財政支援に期待
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施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
建
て
替
え
ら

れ
る
阿
蘇
広
域
消
防
本
部
新
庁
舎
の
建

設
工
事
安
全
祈
願
祭
が
10
月
７
日
、
黒

川
地
区
の
同
本
部
敷
地
内
で
行
わ
れ
関

係
者
な
ど
約
75
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
現
庁
舎
の
西
側
に
建
設
さ
れ
る
新
庁

舎
は
、
消
防
行
政
の
中
核
機
能
、
災
害

時
の
活
動

拠
点
と
し

て
の
機
能

を
持
ち
合

わ
せ
、
安

全
で
耐
久

性
の
高
い
、

高
度
情
報

化
に
対
応
。

来
年
10
月

の
運
用
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
祈
願
祭
で
広
域
行
政
事
務
組
合
の
佐

藤
管
理
者
（
阿
蘇
市
長
）
は
、「
住
民

の
生
命
財
産
を
守
る
安
心
安
全
の
大
き

な
要
と
な
る
庁
舎
に
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

阿
蘇
広
域
消
防
本
部
新
庁
舎
建
設

26
年
10
月 

運
用
目
指
す

　
Ｊ
Ｒ
九
州
が
約
30
億
円
を
か

け
て
製
造
し
た
国
内
初
の
周
遊

型
豪
華
寝
台
列
車
ク
ル
ー
ズ
ト

レ
イ
ン
「
な
な
つ
星
in
九
州
」

が
10
月
15
日
、
運
行
を
開
始
。

同
18
日
午
前
５
時
30
分
、
県
内

で
唯
一
停
車
す
る
阿
蘇
駅
に
初

め
て
到
着
し
ま
し
た
。

　
「
な
な
つ
星
」
の
乗
客
は
、

構
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
レ
ス
ト

ラ
ン
「
火
星
」
で
朝
食
を
取

り
、
出
発
す
る
午
前
10
時
ま
で

の
間
、
草
千
里
な
ど
を
散
策
し

阿
蘇
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　
出
発
時
に
は
、
阿
蘇
市
イ
メ

ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
あ
か

牛
く
ん
」
と
「
く
ま
モ
ン
」、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
黒
川
保
育
園
の
園

児
、
阿
蘇
市
地
域
婦
人
会
な
ど

多
く
の
人
が
集
ま
り
乗
客
を
見

送
り
ま
し
た
。

　
地
域
婦
人
会
の
メ
ン
バ
ー
か

ら
は
「
こ
れ
を
機
会
に
阿
蘇
が

さ
ら
に
賑
わ
い
を
見
せ
て
く
れ

れ
ば
」
と
期
待
の
声
。
観
光
協

会
の
稲
吉
会
長
は
「
阿
蘇
全
体

で
お
客
さ
ん
を
歓
迎
で
き
た
。

阿
蘇
に
波
及
効
果
を
も
た
ら
し

て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
来
春
ま
で
予
約
で
満
席
と
い

う
「
な
な
つ
星
」
は
、週
２
回
、

Ｊ
Ｒ
阿
蘇
駅
に
停
車
し
ま
す
。

豪華寝台列車「ななつ星 in 九州」　が運行開始！
JR 阿蘇駅で歓迎セレモニー

●庁舎概要
【敷地面積】　約 10,152㎡
【主な建築物】　
①�消防本部、中部消防署庁舎、
副訓練塔併設
　�主要構造　ＲＣ構造２階（一
部３階：副訓練塔部分）
②訓練塔（主塔）
　�ＲＣ構造 5階地下 1階（地下
防火水槽併設）

【事業費】約 9億 6千万円

安全祈願祭のようす

完成予想図

「
な
な
つ
星
」
を
旗
を

振
っ
て
見
送
り
ま
し
た
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全
国
水
源
の
里
連
絡
協
議
会
が
主
催
す
る
全
国

水
源
の
里
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
阿
蘇
地
域
の

メ
ン
バ
ー
で
組
織
す
る
阿
蘇
写
友
会
（
岡
本
芳
郎

会
長
）所
属
の
浅
久
野
邦
雄
さ
ん（
内
牧
５
区
）が
、

国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
で
は
、
過
疎
高
齢
化
が
進
み
集
落
の

維
持
が
困
難
な
集
落
を
『
水
源
の
里
』
と
呼
び
、

集
落
再
生
に
向
け
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
現
在
、
全
国
約
１
７
０
市
町
村
が
加
入
し
、

県
内
で
は
唯
一
阿
蘇
市
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
阿
蘇
の
厳

し
い
寒
さ
が
伝
わ
る
草
千
里
の
風
景
を
写
真
に
収

め
、
見
事
、
応
募
総
数
４
７
５
点
の
中
か
ら
同

賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
浅
久
野
さ
ん

は
、
長
く
歴
史
あ

る
阿
蘇
写
友
会
に

40
年
以
上
在
籍
し

て
お
り
、
風
景
写

真
を
中
心
に
日
々

写
真
を
撮
り
続
け

て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
よ
う
な

賞
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
光
栄
で

す
。
今
後
も
後
世

に
残
る
阿
蘇
の
風

景
を
撮
り
続
け
た

い
」
と
喜
び
を
語

り
ま
し
た
。

全国フォトコンテストで
国土交通大臣賞受賞

阿蘇写友会　浅久野邦雄さん

厳寒の草千里

　
一
の
宮
町
手
野
の
「
古
代
の
里
キ
ャ

ン
プ
村
」
で
９
月
14
日
、
キ
ャ
ン
プ
場

の
特
性
を
生
か
し
た
初
の
結
婚
披
露
宴

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
披
露
宴
は
、
熊
本
大
学
出
身

で
長
野
県
在
住
の
吉
田
さ

ん
夫
妻
が
、
ア
ウ
ト
ド
ア

が
趣
味
の
二
人
が
「
阿
蘇

の
良
さ
を
み
ん
な
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
企
画
。

大
学
時
代
の
知
人
や
友
人

約
80
人
を
招
待
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
の
施
設
を

全
て
貸
し
切
り
、
自
然
に

囲
ま
れ
た
一
風
変
わ
っ
た

披
露
宴
に
出
席
者
た
ち
も

楽
し
ま
れ
た
と
の
こ
と
で
、
吉
田
さ
ん

夫
妻
は
「
ス
タ
ッ
フ
に
も
協
力
し
て
も

ら
い
、
思
い
出
に
残
る
披
露
宴
に
な
り

ま
し
た
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

手作りの衣装を身にまとい、
披露宴を楽しむ吉田さん夫妻

古代の里キャンプ村で
ユ ニ ー ク な 結 婚 式

　
阿
蘇
市
と
県
外
の
神
楽
団
体

が
集
い
神
楽
を
披
露
す
る
第
22

回
神
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
10

月
５
、６
日
の
両
日
、
道
の
駅

波
野
「
神
楽
苑
」
で
開
か
れ
、

県
内
外
か
ら
合
わ
せ
て
約
２
千

人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
地
元
の
中
江
・
横

堀
両
神
楽
保
存
会
、
波
野
子
ど

も
神
楽
を
含
む
10
団
体
が
出
演

し
、
２
日
間
に
わ
た
り
多
彩
な

演
目
を
披
露
し
、
訪
れ
た
観
客

は
迫
力
あ
る
神
楽
に
魅
了
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

迫力のある神楽に魅了

中
江
岩
戸
神
楽
保
存
会
に
よ
る
「
岩
戸
開
」

第22回　神楽フェスティバル
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体
験
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち

に
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
９
月
23
日
、一
の
宮・

阿
蘇
土
地
改
良
区
主
催
の
第
10

「
世
界
農
業
遺
産
」の
阿
蘇
で
農
業
体
験

田
ん
ぼ
の
学
校
in
阿
蘇
ん
里

　
第
17
回
阿
蘇
観
月
茶
会

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）

が
９
月
21
日
、
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
素
晴
ら
し
い
名
月
の
も

と
、
か
が
り
火
や
ス
ス
キ

で
秋
の
雰
囲
気
が
演
出
さ

れ
た
会
場
に
は
お
茶
席
が

設
け
ら
れ
、
市
内
の
茶
道

家
（
表
千
家�

菅�

正
子
社

中
）
の
皆
さ
ん
が
お
点
前

を
披
露
。
訪
れ
た
人
た
ち

名月眺めて音楽を楽しむ

は
お
茶
を
味
わ
い
な
が
ら

名
月
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
熊
本
市
在
住
の

演
奏
家
で
結
成
す
る
木
管

ア
ン
サ
ン
ブ
ル「
も
く
ご
」

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

か
れ
、
映
画
「
サ
ウ
ン
ド

オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
や

日
本
の
唄
の
メ
ド
レ
ー
な

ど
を
披
露
。
聴
衆
は
優
し

い
音
色
に
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

回
「
田
ん
ぼ
の
学
校
in
阿

蘇
ん
里
」
が
宮
地
地
区
を

メ
イ
ン
会
場
に
行
わ
れ
、

阿
蘇
市
内
の
親
子
約
90
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

催
し
で
は
、
環
境

学
習
や
小
水
力
発
電

施
設
の
見
学
、
竹
細

工
体
験
の
ほ
か
、
昼

食
で
は
阿
蘇
の
食
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が

振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
黄
金

色
に
実
っ
た
阿
蘇
コ

シ
ヒ
カ
リ
の
収
穫
体

験
が
行
わ
れ
、
参
加

者
は
鎌
を
手
に
取
り
、

ス
タ
ッ
フ
か
ら
指
導

を
受
け
な
が
ら
手
作

業
で
収
穫
。
初
め
て

の
刈
取
り
に
悪
戦
苦

闘
の
子
ど
も
た
ち
は
、

普
段
で
き
な
い
こ
と

を
楽
し
く
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
満
足
し

た
よ
う
す
で
し
た
。

　
環
境
に
配
慮
し
た
料
理

を
実
践
す
る
エ
コ
ク
ッ
キ

ン
グ
講
習
会
（
市
主
催
）

が
10
月
９
日
、
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
市
女
性
団
体
連
絡
協

議
会
や
親
子
な
ど
58
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
環
境
学
習
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
緑

の
生
活
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

事
務
局
長
の
佐
藤
彩
己
子

氏
を
講
師
に
招
き
、
環
境

問
題
や
家
庭
で
取
り
組
む

エ
コ
ラ
イ
フ
に
つ
い
て
講

義
。
そ
の
後
行
わ
れ
た
調

理
で
は
、
水
の
節
約
と
生

ご
み
を
減
ら
す
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
は
、

一
般
的
な
調
理
と
比
べ
水

の
使
用
量
が
約
６
割
、
生

ご
み
の
量
が
５
割
削
減
で

き
る
こ
と
が
分
か
る
と
、

参
加
者
は
驚
い
た
よ
う
す

で
し
た
。

　
佐
藤
氏
は
「
ご
み
を
出

さ
な
い
た
め
に
よ
く
考

え
、
調
理
す
る
こ
と
が
大

事
。
面
倒
く
さ
い
こ
と
を

克
服
す
る
こ
と
が
エ
コ
ロ

ジ
ー
に
つ
な
が
る
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
を
指
導

す
る
佐
藤
氏
（
写
真
右
）

料理にも“エコ”を取り入れ美味しく調理
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第
68
回
熊
本
県
民
体
育
大
会
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
で
６
年
ぶ
り
２

度
目
の
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
阿
蘇
市

代
表
チ
ー
ム
が
９
月
24
日
、
市
役
所

で
市
長
に
そ
の
成
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
９
月
14
、
15
日
、
天
草

市
で
開
か
れ
、
阿
蘇
市
代
表
は
、
坂

梨
勝
監
督
（
宮
地
）
率
い
る
８
名
で

出
場
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
が
悪
い
中
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を

６
回
達
成
す
る
な
ど
快
調
で
、
準
優

勝
の
球
磨
郡
代
表
に
10
打
差
で
圧
勝

し
ま
し
た
。

　
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
の
岩

下
会
長
は
「
選
手
は
、
家
族
や
周
囲

に
支
ら
れ
、
夏
の
暑
い
時
期
に
も
懸

命
に
練
習
に
励
ん
で
い
た
。
成
果
が

出
て
嬉
し
い
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

市
代
表
チ
ー
ム
が

６
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝

【
監
督
】

　
　
坂
梨　
勝�　
（
宮
地
）

【
選
手
】

　
　
藤
川　
晶
夫
（
内
牧
）

　
　
蔵
原　
博
美
（
黒
川
）

　
　
中
野　
敬
三
（
内
牧
）

　
　
渡
辺　
良
一
（
西
町
）

　
　
谷
川　
吉
男
（
宮
地
）

　
　
光
山　
宗
久
（
宮
地
）

　
　
山
本　
久
見
（
黒
川
）

　
　
猪
島　
一
明
（
今
町
）

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

の
テ
レ
ビ
番
組
「
出
張
！
ふ

る
さ
と
ソ
ン
グ
シ
ョ
ー
」
が

９
月
23
日
、
阿
蘇
体
育
館
で

行
わ
れ
、
大
勢
の
観
覧
者
が

来
場
し
賑
い
ま
し
た
。

　
会
場
は
、
花
道
の
あ
る
舞

台
に
座
敷
席
も
あ
り
、
出
演

者
を
間
近
に
見
れ
る
工
夫

で
、
司
会
に
、
漫
才
コ
ン
ビ

熱
唱
す
る
歌
手
の
坂
本
冬
美
さ
ん

大物歌手のオンパレード

～
県
民
体
育
大
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
～

の
博
多
華
丸・大
吉
が
出
演
。

お
二
人
の
楽
し
い
ト
ー
ク
で

盛
り
上
が
り
、
大
盛
況
の
う

ち
に
終
演
し
ま
し
た
。

　

番
組
は
坂
本
冬
美
さ
ん
、

前
川
清
さ
ん
な
ど
の
歌
唱
の

ほ
か
、
阿
蘇
を
紹
介
す
る
コ

ー
ナ
ー
や
方
言
ク
イ
ズ
の
コ

ー
ナ
ー
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
楽

し
い
コ
ー
ナ
ー
が
用
意
さ
れ

て
お
り
、
阿
蘇
市
内
か
ら
も

３
名
の
方
が
出
演
し
て
い
ま

す
。
今
回
収
録
さ
れ
た
番
組

は
、
左
記
の
日
程
で
放
送
さ

れ
ま
す
。

●放送日
　１１月１７日日
　19:45 ～ 20:59
　１１月２３日土
　12:00 ～ 13:14（再放送）
●チャンネル
　ＮＨＫＢＳプレミアム
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チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ

ー
ト
「
第
10
回
小
さ
な

歌
の
会
」が
10
月
20
日
、

な
み
の
高
原
や
す
ら
ぎ

交
流
館
で
開
か
れ
、
出

演
者
68
人
が
、
十
八
番

の
歌
を
熱
唱
、
集
ま
っ

た
観
客
か
ら
た
く
さ
ん

の
拍
手
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
市

在
住
の
歌
手
東
よ
し
お

さ
ん
が
、
平
成
２
年
旧

一
の
宮
町
を
襲
っ
た

７・
２
水
害
で
被
災
し

た
経
験
か
ら
、
災
害
を

受
け
た
地
域
を
支
援
し

よ
う
と
、
平
成
21
年
か

ら
毎
年
開
催
。
コ
ン
サ

ー
ト
で
集
ま
っ
た
募
金

を
被
災
地
へ
送
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
東
さ
ん

と
同
じ
所
属
歌
手
の
古

澤
春
美
さ
ん
、
野
上
ゆ

み
さ
ん
も
応
援
に
駆
け

つ
け
、
３
人
の
プ
ロ
の

歌
声
に
観
客
は
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
集
ま

っ
た
募
金
は
、
翌
日
阿

蘇
市
に
贈
ら
れ
ま
し

た
。

歌で復興支援
チャリティコンサート「第 10回小さな歌の会」

♪
躍動！
九州・全国大会出場の

子どもたちを紹介

●第２４回全九州テコンドー選手権大会
（8月 25日、長崎県）

▶小学４年女子（重量級）　
　【準優勝】　森永　せりあ（宮地小４年）
▶小学 5 年男子（重量級）　
　【準優勝】　富田　大翔（宮地小５年）
▶中学男子（－５５ｋｇ）※３連覇、３回目
　【優　勝】　森永　修斗（一の宮中１年）
▶中学女子（－４２ｋｇ）※ 2回目
　【優　勝】　山本　悠菜（阿蘇中１年）　　
▶一般男子（－５４ｋｇ）※２連覇・５回目
　【優　勝】　�津田　輝史朗（熊本総合医療

リハビリテーション学院・一
の宮中出身）

▶一般女子（－４６ｋｇ）※５回目
　【優　勝】　�津田　ひかる　（熊本学園大学

３年・阿蘇中出身）　

●第 26 回全日本マーチングコンテスト
（11月 24日、大阪府）

森　航（熊本工業高校３年、阿蘇北中出身）
金子　瑠華（同校２年、一の宮中出身）
青栁　祐香（玉名女子高校２年、一の宮中出身）

●第 15 回全日本高等学校吹奏楽大会
（11月 9日～ 10日、神奈川県横浜市）

宮﨑　さくら�（八代白百合学園高校２年、　
　阿蘇中出身）

●第 68 回国民体育大会
（10月 4日～ 7日、東京都）

▶ソフトテニス
森本　峻太�（文徳高校３年、一の宮中出身）

※敬称略

伝統の技を引き継ぐ 稲手づくり
　
な
べ
づ
る
線
沿
線
４
地
区（
南
宮
原
・
湯
浦
・

西
湯
浦
・
西
小
園
）の
有
志
で
つ
く

る
地
域
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
「
な
べ
づ
る
大
学
」（
今
村

隆
孝
学
長
）
が
９
月
29
日
、
干
し
草
を
束
ね
る
用
途
で

使
用
さ
れ
て
い
た「
稲
手
」作
り
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
昔
な
が
ら
の
農
業
技
術
を
伝
承
し
よ
う
と
同
会
が
企

画
。
会
員
宅
の
納
屋
を
“
教
室
”
に
参
加
し
た
会
員
15

人
は
、
講
師
の
地
元

農
家
の
手
ほ
ど
き
を

受
け
な
が
ら
「
わ
ら
」

を
ね
じ
り
、
稲
手
を

次
々
に
作
り
上
げ
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
慣
れ
な

い
手
つ
き
な
が
ら
も
、

伝
統
の
技
を
習
得
し

よ
う
と
懸
命
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
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第
９
回
阿
蘇
市
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会（
市
主
催
）

が
10
月
５
日
、
阿
蘇
体

育
館
で
行
わ
れ
、
２
種

目
の
競
技
で
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
市
民

の
健
康
増
進
と
親
睦
を

図
る
た
め
、
毎
年
開
催

さ
れ
る
も
の
で
、
例
年

多
く
の
方
々
に
参
加
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ

と
し
も
、
総
勢
98
名
の

参
加
が
あ
り
、
次
の
チ

ー
ム
が
入
賞
し
ま
し

た
。

【
大
会
結
果
】

ミ
ニ
バ
レ
ー
の
部

優
勝　
阿
部
牧
場
Ａ
チ
ー
ム

２
位　
阿
部
牧
場
Ｂ
チ
ー
ム

３
位　
イ
ン
パ
ル
ス

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
部

優
勝　
イ
エ
ス

２
位　
ア
グ
レ
ッ
シ
部

３
位　
Ｓ
Ｋ
Ｙ　
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ｋ

ことしも盛り上がりました！
第 9回阿蘇市民スポーツ大会

ミニバレーの部優勝
阿部牧場Ａチーム

ソフトバレーの部優勝
イエス

　
九
州
北
部
豪
雨
災
害

で
甚
大
な
被
害
が
あ
っ

た
一
の
宮
町
坂
梨
地
区

で
９
月
29
日
、
復
興
へ

弾
み
を
つ
け
よ
う
と
、

坂
梨
青
年
会
が
「
さ
か

な
し
復
幸
ま
つ
り
」
を

開
き
ま
し
た
。

　
坂
梨
公
民
館
の
会
場

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
露

店
が
並
び
賑
わ
い
を
見

せ
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

地
元
の
Ａ
Ｓ
Ｏ
☆
Ｋ
Ｏ

Ｉ
華か

る

で

ら

流
伝
羅
を
中
心

に
、
県
内
有
数
の
団
体

が
集
結
し
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｏ
Ｉ
演
舞
を
披
露
。
あ

そ
Be
隊
コ
ン
サ
ー
ト
や

３
Ｂ
体
操
な
ど
多
彩
な

ス
テ
ー
ジ
に
、
訪
れ
た

人
た
ち
は
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　
同
会
の
寺
澤
会
長
は

「
坂
梨
は
ま
だ
復
興
の

半
ば
。
こ
れ
か
ら
困
難

な
こ
と
も
あ
る
と
思
う

が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で

少
し
で
も
地
域
が
元
気

に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば

嬉
し
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

復興に弾みを！さかなし復幸まつり

　
阿
蘇
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
主

催
に
よ
る
男
女
共
同
参
画
川
柳
の
入

賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
家
族
や
夫
婦
間
の
心
情
を
詠
っ
た

も
の
や
、
社
会
の
中
で
の
男
女
共
同

参
画
の
あ
り
方
な
ど
を
詠
っ
た
も
の

な
ど
沢
山
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
次
の
２

句
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
人
権
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
で
展
示
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

家
事
分
担 

親
の
手
本
が 

子
の
手
本

【
一
般
・
大
学
生
の
部
】　
最
優
秀
賞　
森
下
重
隆
さ
ん　

(

宮
地)　

家
事
分
担 

い
つ
か
ら
や
る
の 

今
で
し
ょ
う

【
小
・
中
学
校
の
部
】　
最
優
秀
賞　
勝
木
倫
太
郎
さ
ん(

一
の
宮
中
２
年)　

男女共同参画を川柳にのせて・・・
男女共同参画川柳入賞作品決まる
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新聞記事を親子の会話のかけはしに
生涯学習特別講座「新聞で生き生きライフ」

　
新
聞
を
教
材
と
し
て

活
用
す
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
教
育

の
一
環
と
し
て
、
新
聞

を
使
っ
て
親
子
で
楽
し

く
学
ん
で
も
ら
お
う
と

10
月
12
日
、
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
「
新

聞
で
生
き
生
き
ラ
イ

フ
」（
市
主
催
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
、
講
師
に

熊
本
日
日
新
聞
社
Ｎ
Ｉ

Ｅ
専
門
委
員
の
越
地
真

一
郎
氏
を
招
き
、
新
聞

を
題
材
に
し
た
ク
イ
ズ

や
新
聞
の
役
割
や
意
義

に
つ
い
て
講
義
が
あ

り
、
参
加
し
た
保
護
者

は
「
子
ど
も
は
普
段
新

聞
を
読
ま
な
い
の
で
、

こ
れ
を
機
に
新
聞
を
読

む
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
」
と
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
し
た
。

　

市
は
昨
年
２
月
に
、

熊
本
日
日
新
聞
社
と

Ｎ
Ｉ
Ｅ
協
定
を
締
結

し
、
積
極
的
な
Ｎ
Ｉ
Ｅ

教
育
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
11
月
12
日
、
26
日

に
は
大
人
向
け
の
Ｎ
Ｉ

Ｅ
講
座
も
予
定
。
新
聞

記
事
を
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
読
み
解
き
仕
事

な
ど
に
生
か
す
た
め
の

楽
し
い
講
座
で
す
。
お

申
し
込
み
は
電

話
（
市
教
育
委

員
会
☎
２
２
‐

３
２
２
９
）
で

受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

新聞を使って講
義する越地氏
（写真左）

　
阿
蘇
ア
グ
リ
ス
テ
ィ
ー
音
楽
祭
が

９
月
22
日
、
23
日
の
２
日
間
、
西
町

の
果
実
園「
果
実
の
国
カ
ッ
プ
ル
ズ
」

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
同
園
を
経
営
者
す
る
中
山
勝
博
さ

ん
が
、
音
楽
を
通
じ
て
昨
年
の
九
州

北
部
豪
雨
災
害
の
復
興
に
弾
み
を
つ

け
よ
う
と
企
画
し
ま
し
た
。

　
市
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
志
賀
総
学

さ
ん
や
地
元
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

「
カ
・
ナ
ニ
・
メ
ケ
ア
ロ
ハ
・
オ
ル

オ
ル
」、
鹿
児
島
で
活
躍
す
る
フ
ォ

ー
ク
デ
ュ
オ
「
い
ち
じ
く
」
な
ど
が

出
演
。
集
ま
っ
た
観
客
は
、
ぶ
と
う

の
木
の
下
で
次
々
と
披
露
さ
れ
る
多

彩
な
音
楽
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

音
楽
で
復
興
を
支
援

阿
蘇
ア
グ
リ
ス
テ
ィ
ー
音
楽
祭

フラダンスチーム「カ・ナニ・メケアロハ・オルオル」

フォークデュオ「いちじく」

　

秋
の
交
通
安
全
運
動
に
合
わ
せ
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
心
が
け

て
も
ら
お
う
と
９
月
25
日
、
阿
蘇
警

察
署
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
阿
蘇
地
区
安
全
運
転
管

理
者
等
協
議
会
（
渡
邉
富
廣
会
長
）

が
主
催
し
た
も
の
で
、
国
道
沿
い
で

交
通
安
全
啓
発
プ
レ
ー
ト
を
掲
げ
た

り
、
地
産
物
の
ト
マ
ト

と
キ
ュ
ウ
リ
、
啓
発
チ

ラ
シ
な
ど
を
ド
ラ
イ
バ

ー
に
直
接
手
渡
し
た
り

す
る
な
ど
し
て
、
交
通

事
故
防
止
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
渡
辺
会
長
は

「
思
い
や
り
を
持
っ
た

運
転
を
心
が
け
て
も
ら

い
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

地産物手渡し

交通事故防止を啓発

秋の交通安全運動キャンペーン
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市 役 所 か ら の お 知 ら せ

平成 26 年度 保育園入園手続きのご案内　１２月６日�まで
福祉課�子育て支援係　☎２２－３１６７　お５６－３１６７

　
園
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の
と
お
り
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
年
度
途
中
で

の
入
園
を
希
望
す
る
人
も
こ
の
期
間
内
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
12
月
６
日
金
ま
で
）

　
保
育
園
は
、
家
庭
で
お
子
さ
ん
の
保
育
が
で
き

な
い
と
き
、
家
族
に
代

わ
っ
て
保
育
す
る
と
こ

ろ
で
す
。
０
歳
児
か
ら

小
学
校
就
学
に
至
る
ま

で
、
年
齢
と
個
々
の
発

達
に
応
じ
て
、
適
切
な

乳
幼
児
保
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。

手続き

入　　　　�������入園できる児童は、児童福祉法
　　�に基づき、次のいずれかの事項
に該当する家庭の児童です。

❶�仕事をしている又は就職活動中である
❷�家庭で家事以外の仕事（内職など）をしている
❸�出産の前後、病気、負傷、心身に障害がある
❹�介護や看病の必要な方の世話をしている
❺�その他、子どもの保育ができないと判断さ
れた場合

※�「集団生活を体験させたい、幼児教育の場
として利用したい」という理由では入所の
対象になりません。

　　　　　　�提出書類は、市役所福祉課、各
支所と各保育園に用意してあり
ます。また、阿蘇市ホームペー
ジからもダウンロードできます。

❶�保育所入所申込書（一人に一枚）
❷�家庭内状況申立書（一世帯一部）
❸課税状況確認同意書
❹�保育運営基準及び保育所入所申込世帯状況調書
❺身体発育記録
❻�平成 25年分源泉徴収票（写し）または平
成 25年分確定申告書（写し）

❼�平成 25年度課税台帳記載事項証明書（平
成 25年１月１日以降の転入者のみ必要と
なります。）

※�家庭の状況により、上記以外の書類が必要
な場合もあります。⑥は後日提出。

　　　　　　�保育料は、公立・私立保育園と
もに同じで、お子さんの年齢と
世帯員の課税状況によって算定
されます。

　　　　　　�入園の承諾は２月頃に決定し、
保護者に通知します。なお、ひ
とつの保育園に希望者が多く、
定員を超える場合は、他の保育

園に入園していただくこともありますのでご
了承ください。

入園
基準

提出
書類

保育料

入園
承諾

保育園名 電話 定員

《一の宮》

�私�宮地保育園　 22-2444 100

�公�坂梨保育園 22-0435 55

�私�りんどう保育園 22-4539 100

�私�古城保育園 22-0380 50

《阿　蘇》

�私�内牧保育園　 32-0354 130

�私�熊本 YMCA黒川保育園　 34-0402 110

�公�山田保育園 32-0794 45

�公�乙姫保育園 32-0315 30

�私�熊本 YMCA赤水保育園 35-0024 90

�私�熊本 YMCA永草保育園 32-0810 30

�私�熊本 YMCA尾ヶ石保育園 32-0213 40

《波　野》

�公�波野保育園 24-2800 45

私�＝�私立 公�＝�公立
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市民の皆さまへ、大事なお知らせや制度などを紹介するコーナーです。
お問い合わせは各担当課までお気軽にどうぞ。（おはお知らせ端末の番号）City�information

選挙人名簿登載申請書の提出をお忘れなく！　１月１０日まで
農業委員会事務局　☎２２－３２５４　お２２－３２５４

選　挙

　
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
選
挙

人
名
簿
は
、
毎
年
１
月
１
日

を
基
準
と
し
て
、
申
請
書
を
農
業
委

員
会
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
名
簿
に
載
っ
て
い
な
い
と
、

立
候
補
、
投
票
、
リ
コ
ー
ル
の
請
求

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申

請
書
の
提
出
は
、
毎
年
必
要
で
す
。

平
成
26
年
度
は
農
業
委
員
改
選
の
年

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
の
提
出
期
限
は
、
平
成
26

年
１
月
10
日
金
ま
で
で
す
。
阿
蘇
市

農
業
委
員
会
、
内
牧
支
所
、
波
野
支

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
選
挙
権
及
び
被
選
挙
権

　

選
挙
権
及
び
被
選
挙
権
を
持
つ

人
は
、
阿
蘇
市
に
お
い
て
10
ア
ー
ル

（
１
０
０
０
㎡
）
以
上
の
農
地
に
つ

い
て
、
自
身
で
耕
作
し
て
い
る
人
、

ま
た
そ
の
同
居
の
配
偶
者
及
び
親
族

（
耕
作
従
事
日
数
が
年
間
お
お
む
ね

60
日
以
上
及
び
農
業
委
員
会
が
認
め

た
人
）。
年
齢
は
、
平
成
６
年
４
月

１
日
以
前
に
出
生
し
た
人
（
満
20
歳

以
上
）
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

農

広
告

【統計調査】登録調査員を募集しています
財政課�企画係　☎２２－３２０４　お５５－３２０４

統　計

　
で
は
、
国
が
実
施
す
る
統
計

調
査
に
従
事
し
て
い
た
だ
け

る
「
登
録
調
査
員
」
の
募
集
を
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。

　

統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
る
際
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
「
登
録
調
査
員
」

か
ら
お
伺
い
し
た
希
望
時
期
・
希
望

地
域
等
に
応
じ
た
案
内
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
が
、
ご
都
合
が
悪
い
場

合
な
ど
は
断
る
こ
と
も
で
き
、
必
ず

し
も
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、「
登
録
調
査
員
」
へ
は
報

酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
が
、
調
査
の
種

類
及
び
受
け
持
ち
件
数
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。

　
登
録
要
件
や
調
査
員
の
仕
事
に
つ

い
て
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

上
記
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

市
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住環境課�住宅係　☎２２－３１６９　お２２－３１６９

　
替
移
転
を
目
的
と
し
た
新

小
里
団
地
に
、
１
棟
目
の

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
に
３
部
屋
空
き
が
生
じ

ま
し
た
の
で
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。

　
希
望
す
る
人
は
、
入
居
資
格
及

び
連
帯
保
証
人
要
件
を
確
認
の

上
、
11
月
29
日
金
ま
で
に
市
営
住

宅
入
居
申
し
込
み
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
単
身
者
の
入
居
は
で
き
ま

せ
ん
。

● 

家
賃　
入
居
者
の
所
得
額
に
応

じ
、
月
額
２
万
４
８
０
０
円
か

ら
４
万
８
６
０
０
円
の
間
で

設
定
さ
れ
ま
す
。（
毎
年
度
見

直
し
を
行
い
ま
す
。）

※�

家
賃
と
は
別
に
、
共
益
費
・
駐

車
場
代
な
ど
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

● 

そ
の
他　
入
居
申
し
込
み
を
さ

れ
た
方
に
は
、
抽
選
会
の
案
内

を
通
知
し
ま
す
。
原
則
と
し
て

入
居
者
の
選
考
は
公
開
抽
選

と
な
り
ま
す
。

※�

そ
の
他
の
市
営
住
宅
の
抽
選
会

も
同
時
に
行
う
予
定
で
す
。

募　集

市 役 所 か ら の お 知 ら せ

建

広
告

新小里団地３ＬＤＫ入居資格

（入居者要件）
次の❶～❺の条件を全て満たしている人
❶親族と同居する人。
❷市税等に滞納がない人。
❸政令で定められた所得以下の人。
❹入居可能な持ち家がない人。
❺暴力団員でない人。

（連帯保証人要件）
入居の際には、以下❶～❺の条件を全て満たし、かつそれ
ぞれの生計が別である２名の連帯保証人が必要となります。
❶�阿蘇市在住の人。（ただし、１名については４親等
以内の親族であれば阿蘇市外の方も可）
❷入居者と同等の所得以上の人。
❸現在市営住宅に入居していない人。
❹市税等に滞納がない人。
❺�資格を証明する書類（所得証明書・納税証明書）を
提出できる人。３ＬＤＫの間取り図

3LDK

洋室
６帖

収納等

和室
６帖

LDK
14 帖

洋室
5.5 帖

浴室
洗面／
脱衣室

廊下

玄関

バルコニー

便所
収納
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交通事故死ゼロの風を吹かせる

黄色い風車 運動

ご
存
知
で
し
た
か
？

「
世
界
道
路
交
通
犠
牲
者
の
日
」

　
国
連
総
会
（
２
０
０
５

年
）
は
、
毎
年
11
月
第
３

日
曜
日
を
「
世
界
道
路
交

通
犠
牲
者
の
日
」
と
し
て

定
め
、
国
際
社
会
が
交
通

被
害
者
や
そ
の
家
族
を
適

切
に
認
識
す
る
日
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
と

し
は
11
月
17
日
が
「
世
界

道
路
交
通
犠
牲
者
の
日
」

と
な
り
ま
す
。

11
月
が
最
も
多
い

死
亡
事
故

　
県
民
に
と
っ
て
、
交
通

死
亡
事
故
の
根
絶
は
切
実

な
願
い
で
す
。

　
特
に
、
県
内
に
お
い
て

過
去
２
年
間
に
最
も
死
亡

事
故
が
発
生
し
て
い
る
の

が
11
月
で
す
。
ま
た
、
12

月
に
入
る
と
飲
酒
の
機
会

も
増
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
熊
本
県
、
熊

本
県
警
察
及
び
各
市
町
村

で
は
、
尊
い
人
命
が
交
通

事
故
に
よ
っ
て

再
び
失
わ
れ
る

こ
と
が
決
し
て

な
い
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
の
実

現
を
目
指
し
、

｢

世
界
道
路
交

通
犠
牲
者
の
日｣
・

｢

犯
罪
被
害
者

週
間｣

に
合
わ

せ
、
過
去
３
年

間
（
平
成
22
年

～
平
成
24
年
）

に
県
内
で
発
生

し
た
交
通
死
亡

11月 15日金　～　１２月１日日

事
故
の
現
場
（
高
速
道
を

除
く
。）
に
、
運
動
の
統

一
ア
イ
テ
ム
と
し
て｢

黄

色
い
風
車｣

を
掲
示
し
ま

す
。

事
故
の
根
絶
を

「
黄
色
い
風
車
」
に
託
し
て

　
こ
の
運
動
は
、
悲
惨
な

交
通
事
故
を
決
し
て
風
化

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
尊
い

命
を
絶
た
れ
た
犠
牲
者
か

ら
の
事
故
根
絶
を
願
う�

声
な
き
声�

を｢

黄
色
い

風
車｣

に
託
し
て
社
会
に

伝
え
る
と
と
も
に
、
ご
遺

車を運転する皆さんへ

　どうして生きることが許されな
かったのでしょう。
　ある日突然、私の息子は交通事故
でなくなりました。
　何をよくばることもなく、ふつう
の家族で生きていることの幸せを感
じていました。
　大輪のバラではなく、道ばたの雑
草でいいから、息子に生きていて欲
しかったのに、どうして・・・・・
　子どもを奪われた親は立ち直れな
いのです。
　子どもの無念さを思い、子どもを
守れなかったことを後悔しながら生
きるしかありません。
　どうか運転者の皆さん。自分の子
どもや家族を守るつもりで運転して
いただけないでしょうか。

遺族より

交通事故被害者遺族（県内）からのメッセージ

県内 阿蘇市

平成２２年 ７８人 ０人

平成２３年 ８６人 ４人

平成２４年 ８２人 １人

熊本県内における過去３年間の交通事故死者数

※警察統計資料より

族
に
対
す
る
支
援
意
識
の

高
揚
を
目
的
と
し
て
実
施

す
る
も
の
で
す
。

��

過
去
３
年
間
で
、
阿
蘇

市
で
も
、
交
通
事
故
で
５

人
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。

��

私
た
ち
の
生
活
の
中
で

交
通
事
故
は
、
誰
も
が
被

害
者
、
加
害
者
と
な
り
う

る
現
状
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
悲
惨
な

交
通
事
故
を
根
絶
す
る
た

め
に
何
が
で
き
る
の
か
を

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
こ

と
と
し
て
置
き
換
え
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

死亡事故現場に掲示される黄色い風車（イメージ）
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く ら し の 情 報
くらしのお知らせや
イベント情報などを掲載します

市役所の電話番号

市役所のホームページ
パ�ソコンから　�http://www.city.aso.

kumamoto.jp/
携�帯電話から　�http://www.city.aso.

kumamoto.jp/kt/

防 災 情 報 確 認

阿蘇安心安全ネットワークシステム
　▶�https://www.aso-anzen.jp/(パソコン)
　▶�https://www.aso-anzen.jp/

app-frontmb/(携帯電話)
熊本県統合型防災情報システム
　�http://www.bousai.pref.
kumamoto.jp/

熊本県雨量･気象情報（携帯電話）
　http://kumamoto.wni.co.jp/i/

お・・・お知らせ端末の電話番号
例本庁(総務課)�:55-3111又は56-3111

人の動き（H25.9 .30現在)

人口 28,223�人 (前月から��18人　�)
男 13,321�人 (前月から��11人　)
女 14,902�人 (前月から����7人　)
世帯数 11,217�戸 (前月から����7戸　)

12
月
１
日
は

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
で
す

　

阿
蘇
保
健
所
で
は
、「
世
界
エ
イ

ズ
デ
ー
」
に
あ
わ
せ
、
通
常
の
検
査

日
に
追
加
し
て
検
査
を
実
施
し
ま

す
。
検
査
は
、
無
料
・
匿
名
で
受
け

ら
れ
ま
す
。

�

エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
い
う
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
て
起
こ
る
病
気
で

す
。
感
染
か
ら
発
病
ま
で
、
数
年
の

潜
伏
期
が
あ
り
、
感
染
し
て
い
て
も

早
期
に
発
見
し
治
療
を
始
め
る
こ
と

で
、
発
病
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

�

検
査
は
予
約
制
で
、
結
果
は
採
血

お
　
知
　
ら
　
せ

本庁(総務課)��������☎22-3111 お55・56
（情報管理室） ☎22-3253 お55
財政課 ☎22-3204
税務課　　　　� ☎22-3148 お55・56
内牧支所　　　� ☎32-1111 お55・56
波野支所 ☎24-2001 お24
市民課　　� ☎22-3135 お55
（消費生活センター） ☎22-3364 お55
人権啓発課　　 ☎22-3206
福祉課� ☎22-3167 お55～57
ほけん課　 ☎22-3145 お55・56
（保健センター） ☎22-5088 お55・56
農政課　　　　 ☎22-3274
観光まちづくり課 ☎22-3174
建設課　　　 ☎22-3187
住環境課　　　� ☎22-3169
水道課 ☎22-3196
教育課 ☎22-3229
会計課　　　　 ☎22-3284
議会事務局　　 ☎22-3279
監査委員事務局 ☎22-3240
農業委員会事務局 ☎22-3254
選挙管理委員会事務局 ☎22-3239

Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
て
い
ま
す

　
パ
ソ
コ
ン
の
設
定
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
た
い
、
自
宅
を
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
し

た
い
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
こ
と
で

困
っ
た
ら
、
阿
蘇
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
電
話
対
応
は
３
６
５
日
受
け
付

け
、平
日
は
訪
問・持
ち
込
み
サ
ポ
ー

ト
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
持
ち

込
み
の
場
合
は
無
料
）

　
ま
た
、
訪
問
・
持
ち
込
み
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
た
い
け
ど
平
日
は
仕
事
で

後
、約
１
時
間
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
阿
蘇
保
健
所
保
健
予
防
課

　
☎
３
２
‐
０
５
３
５

忙
し
く
て
時
間
が
取
れ
な
い
方
な
ど

は
、
阿
蘇
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の

ス
タ
ッ
フ
が
休
日
、
ご
自
宅
へ
訪
問

し
対
応
し
ま
す
。（
有
料
）

●
対
応
時
間　

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

※�

休
日
対
応
は
事
前
に
ご
予
約
く
だ

さ
い
。

問
阿
蘇
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

　
☎
２
３
‐
６
０
０
９

初
心
者
向
け
Ｉ
Ｔ
講
習
会

　
初
心
者
の
方
を
対
象
と
し
た
、
Ｉ

Ｔ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
最
新
の

Ｏ
Ｓ
（
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
８
）
を
搭
載

し
た
パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
や
、
簡
単

な
文
書
作
成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
体
験
で
き
る
講
座

を
開
設
し
ま
す
。

●
と
き　
11
月
14
日
木

▼
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

　
（
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
８
）

　
午
前
10
時
～
12
時

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ー
ス

　
午
後
１
時
～
３
時

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
公
民
館

●
参
加
費　
無
料

　
※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
定
員　
各
コ
ー
ス
10
人

　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

●
申
込
先

　
阿
蘇
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

　
☎
２
３
‐
６
０
０
９

　
※�

お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。



　

阿
蘇
市
内
の
２
つ
の
幼
稚
園
で

は
、
平
成
26
年
度
園
児
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

【
阿
蘇
中
央
幼
稚
園
】

●
願
書
受
付　
11
月
２
日
土
～

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
市
黒
川
７
５
８

●
事
務
局　
☎
３
２
‐
３
６
４
３

【
あ
そ
ひ
か
り
幼
稚
園
】

●
願
書
受
付　
11
月
１
日
金
～

● 

と
こ
ろ　
阿
蘇
市
一
の
宮
町
中
通

３
０
２
‐
５

●
事
務
局　
☎
２
２
‐
０
０
８
９

　 
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

　
補
助
金
制
度
を
受
け
ら
れ
ま
す
※

【
預
か
り
保
育
に
つ
い
て
】

● 

阿
蘇
中
央
幼
稚
園　
平
日
午
前
７

時
30
分
～
午
後
６
時
ま
で(
午
後

５
時
ま
で
は
無
料)

● 

あ
そ
ひ
か
り
幼
稚
園　
平
日
午
前

８
時
～
午
後
６
時
ま
で
（
無
料
）

● 

そ
の
他　

詳
し
く
は
、

各
幼
稚
園

事
務
局
ま

で
ご
連
絡

下
さ
い
。
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幼
稚
園
入
園
募
集

　
募
　
集
　

保安林に関する確認・お問い合わせは、県が対応しています！

保安林制度とは？
○�水源のかん養、山地災害の防止、保健休養
の場の提供など、私たちの暮らしを守るた
めに特に重要な役割を果たしている森林を
保安林に指定し、その森林の持つ機能が失
われないように伐採を制限したり、適切に
管理することによって、期待される働きを
維持することを目的としています。

保安林における制限は？
○�立木竹の伐採や作業道の開設などの土地の
形質を変更する行為を行う場合、事前に県
の許可または県への届出が必要です。
○�立木を伐採後、木を植えなければもとの森
林状態に回復しない場合は、伐採跡地への
植栽が義務づけられます。

保安林であるかの確認は？
○�保安林は、その土地の所在地（地番）をもっ
て指定されており、県が保安林台帳を作成
し管理しています。
○�一筆の土地の一部が保安林に指定されてい
る（部分指定）場合、土地登記簿では地目
が保安林でない場合がありますので、保安
林台帳での確認が必要です。

保安林の特例措置は？
○�固定資産税、不動産取得税及び特別土地保
有税が課税されません。
○�相続税、贈与税は伐採制限の内容に応じて相続
税等の評価の際に３～８割が控除されます。

○�（株）日本政策金融公庫の融資の特例があ
ります。（一定の条件を満たす場合）

問い合わせ　阿蘇地域振興局林務課　☎２２－３６４９

11
月
は
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間
で
す

　

事
業
主
の
皆
さ
ま
、「
労
働
保
険
」

の
加
入
手
続
き
は
お
済
で
し
ょ
う

か
。「
労
働
保
険
」
と
は
、
労
災
保

険
と
雇
用
保
険
を
合
わ
せ
た
総
称

で
、政
府
が
管
掌
す
る
保
険
制
度
で
す
。

　
こ
の
「
労
働
保
険
」
は
事
業
の
種

類
や
規
模
に
関
わ
り
な
く
、
農
林
水

産
業
の
一
部
を
除
い
て
、
労
働
者
を

一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業
主

は
、
加
入
手
続
き
を
行
い
労
働
保
険

料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
業
な

ど
を
中
心
に
、
加
入
手
続
き
が
な
さ

れ
て
い
な
い
事
業
場
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
解
消
に
向
け
厚
生
労
働
省
で

は
、
11
月
を
「
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
」
と
定
ま
え
て
、
労
働
保

険
の
適
用
促
進
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
労
働
者
の
方
が
業
務
上
や
通
勤
途

中
で
負
傷
し
た
り
、
病
気
に
か
か
っ

た
り
、
あ
る
い
は
死
亡
さ
れ
た
場
合

に
、
必
要
な
労
働
保
険
給
付
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
速
や
か
に
保
険
の
加

入
手
続
き
を
お
願
い
ま
す
。
加
入
手

続
き
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
左
記

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　
☎
０
９
６
‐
２
１
１
‐
１
７
０
２

※
所
得
要
件
あ
り
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第
２
回　
く
ま
も
と
未
来
会
議

リ
レ
ー
講
演

　

平
成
20
年
か
ら
開
催
し
て
い
る

「
く
ま
も
と
未
来
会
議
」
を
、
今
年

度
か
ら
「
リ
レ
ー
講
演
」
と
し
て
各

地
域
で
も
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
第
２
回
を
阿
蘇
市
で
開
催
し
ま

す
！

●
と
き
　
11
月
21
日
木

　
午
後
２
時
30
分
開
会

● 

と
こ
ろ　
阿
蘇
の
司
ビ
ラ
パ
ー
ク

ホ
テ
ル　
１
階
フ
ラ
ワ
ー
ホ
ー
ル

●
入
場
料　
無
料

●
定
員　
２
０
０
人
程
度

● 

講
演　
「
知
の
集
積
～
地
域
が
世

界
へ
飛
躍
す
る
瞬
間
～
」

（
講
師
）
▼��

五
百
旗
頭�

真�

氏
（
公

　

�

立
大
学
法
人
熊
本
県
立
大
学
理
事

長
）
▼
近
藤
誠
一
氏
（
前
文
化
庁

長
官
）

● 

鼎て
い
だ
ん談　

「
世
界
の
阿
蘇
で
あ
る
た

め
に
」（
右
記
２
名
及
び
蒲
島
郁

夫
熊
本
県
知
事
）

● 

申
込
方
法　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
、
①

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
11
月
20
日
水
ま
で

●
申
込
先　
熊
本
県
企
画
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
０
１
９

　
Ｆ
０
９
６
‐
３
８
２
‐
４
０
６
６

　

�

Ｅ
メ
ー
ル
：kikaku@

pref.
kum

am
oto.lg.jp

第
６
回
阿
蘇
体
育
館
は
ま
っ
て

や
る
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会

　
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
交
流
の
輪
を

広
め
、
阿
蘇
地
域
の
卓
球
愛
好
者
の

健
康
維
持
と
親
睦
を
深
め
る
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
卓
球
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き　
12
月
７
日
土

　
午
前
８
時
30
分
～　

● 

と
こ
ろ　
阿
蘇
体
育
館
（
内
牧
）

● 

参
加
資
格　
平
成
25
年
４
月
２
日

現
在
で
、
50
歳
以
上
か
つ
左
記
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
阿
蘇
市
在
住

②
阿
蘇
市
の
ク
ラ
ブ
に
所
属

③
阿
蘇
市
内
に
勤
務
し
て
い
る

● 

参
加
料　
５
０
０
円

● 

申
込　

所
定
の
申
込
用
紙
に
よ

り
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
持
参
に
よ

り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
期
限　
11
月
29
日
金
必
着

●
申
込
先

　 

は
ま
っ
て
や
る
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓

球
大
会
事
務
局（
阿
蘇
体
育
館
内
）

　
〒
８
６
９
‐
２
３
０
１

　
阿
蘇
市
内
牧
２
６
７
番
地

　
☎
３
２
‐
４
０
０
０（
Ｆ
Ａ
Ｘ
同
）

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
12
月
４
日
か
ら
10
日
の
人
権
週
間

に
合
わ
せ
て
、
左
記
の
と
お
り
人
権

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　
展
示
部
門
で
は
、
園
児
が
描
い
た

人
権
絵
画
や
児
童
・
生
徒
が
考
え
た

人
権
標
語
な
ど
を
多
数
展
示
し
ま
す
。

　
ス
テ
ー
ジ
部
門
で
は
、
人
権
啓
発

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
コ
ッ
コ
ロ
」
の
ス

テ
ー
ジ
や
講
演
な
ど
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
特

設
人
権
相
談
所
も
開
設
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
「
人
権
」
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
ま
し
ょ
う
！

●
と
き
　
12
月
５
日
木　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分　

● 

と
こ
ろ　
阿
蘇
体
育
館

問
阿
蘇
市
人
権
啓
発
課

　
☎
２
２�

‐�

３
２
０
６

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

生
涯
骨
太
ク
ッ
キ
ン
グ

　
「
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
」
と
い

う
言
葉
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　
加
齢
や
生
活

習
慣
が
原
因
で

骨
や
筋
肉
の
働

き
が
衰
え
て
、
日
常
の
動
作
が
困
難

に
な
る
も
の
で
す
。

　
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
と
と

も
に
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
予
防
対
策
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
内
容
は
講
義
と
調
理
実
習

で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

●
と
き　
12
月
２
日
月

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

●
と
こ
ろ　
一
の
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象　
40
～
60
歳
代
の
女
性

●
定
員　
30
名

● 

持
ち
物　
筆
記
用
具
、エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、健
康
診
断
の
結
果
表（
個

人
の
身
体
に
合
わ
せ
た
学
習
を
行

い
ま
す
）

●
参
加
費　
無
料

●
申
し
込
み　

　
一
の
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
２
２
‐
５
０
８
８
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スポーツ施設スケジュール
(内容は10月18日現在)

●阿蘇体育館（☎３２－４０００）

●農村公園あぴか（☎３２－５０８１）

阿蘇ポリス
インフォメーション

A S O  P O L I C E  I N F O R M A T I O N

阿蘇警察署
☎２２ ‐ ５１１０

ひのくにピカピカ運動
　現在、秋から冬にかけての交通事故を防止するた
め、熊本県交通安全推進連盟主唱のもと、「ひのく
にピカピカ運動」が実施中です。

運動の期間
　　１０月１５日�火から２月 28 日 金まで
運動の重点
（１）　�反射材の活用　夜間の外出時には、明るい服

装と反射タスキなどを身につけ、自分の存在
をアピールしましょう。

（２）　 前照灯の早め点灯と上向き点灯の励行
　　　�運転者は日没前から早めに前照灯を点灯し、

対向車がないときはライトを上向きにして、
早期に歩行者等を発見しましょう。

Vol.11

23日�土：陸上記録会
11月

11月

��1日�日：�ＮＨＫのど自慢（阿蘇体育館）
　�〃�　：第9回阿蘇市民地域対抗駅伝大会
��5日�木：阿蘇市人権フェスティバル（阿蘇体育館）
��6日�金：阿蘇火山防災訓練（山上周辺一帯）
��8日�日：�ちびっ子とお母さんの陸上交流会

（農村公園あぴか、9:00～）
15日�日：�第37回阿蘇郡市市町村対抗駅伝大会

11月
��9日�土：阿蘇市子ども芸術祭（阿蘇体育館）
　�〃�　：消防団非常呼集訓練（・10日）
10日�日：�波野新そばまつり（神楽苑）
12日�火：�生涯学習講座①「新聞で生き生き

ライフ」（農村環境改善センター、
18：30～）

26日�火：�生涯学習講座②「新聞で生き生き
ライフ」（農村環境改善センター、
18：30～）

12月

23日�土：阿蘇郡市中学学年別卓球大会
24日�日：熊本県バスケットボール大会

12月

14日�土：陸上記録会
12月

��7日�土：はまってやるラージボール卓球大会

歩行者、自転車、自動車がお互いに『早く発見
する、早く発見してもらえる』ような行動を心
がけて、交通事故を防止しましょう！

●とき　11月 13日水　午前９時 30分～ 11時まで
●ところ　大阿蘇環境センター未来館
●問い合わせ　阿蘇市ほけん課　☎２２‐３１４５

４００mL献血にご協力ください

秋の全国火災予防運動
１１月９日～１１月１５日

消すまでは
心の警報

ＯＮのまま
●重点目標●
1住宅防火対策の推進
2�放火火災・連続放火火災防止対策の推進
3�特定防火対象物等における防火安全対策
の徹底
4製品火災の発生防止に向けた取組の推進
5�多数の観客等が参加する行事に対する火
災予防指導等の徹底

（2013 年度標語）
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広
告

阿蘇市内の小・中学校を紹介するコーナー

　
『
一
中
ブ
ラ
ン
ド
』。こ
れ
は
、

本
年
度
の
生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
す
。
阿
蘇
の
代
表
、
阿
蘇
の

中
心
と
し
て
、
模
範
た
る
中
学

生
を
目
指
す
と
い
う
希
望
に
満

ち
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。
阿
蘇

市
民
の
方
々
に
、「
一
中
生
だ

か
ら
大
丈
夫
！
」「
一
中
生
だ

か
ら
任
せ
ら
れ
る
！
」「
一
中

生
だ
か
ら
私
は
大
好
き
！
」
そ

う
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

一
中
生
に
な
る
よ
う
、
生
徒
・

職
員
・
保
護
者
が
心
を
一
つ
に

し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
６
月
の
中
体
連
大
会
団
体
戦

で
は
、軟
式
野
球
、ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
サ
ッ
カ
ー
の
３
種
目
で
優

勝
し
、
県
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。
サ
ッ
カ
ー
部
は
14
年
ぶ
り

の
優
勝
で
一
中
で
は
、「
14
年

ぶ
り
の
奇
跡
」
と
呼
ば
れ
、
全

校
生
徒
で
喜
び
ま
し
た
。

��

９
月
に
行
わ
れ
た
阿
蘇
郡
市

中
体
連
陸
上
大
会
で
は
、
男
子

準
優
勝
、
女
子
優
勝
、
総
合
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
う
だ
る

よ
う
な
暑
さ
の
中
で
も
、
雨
や

風
の
強
い
日
で
も
、
放
課
後
も

休
日
も
、
全
力
で
頑
張
っ
て
き

た
成
果
で
す
。

��

学
習
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

授
業
中
の
集
中
力
は
当
然
の
こ

と
、
家
庭
学
習
毎
日
90
分
以
上

に
も
全
員
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

��

一
中
生
と
し
て
の
誇
り
を
持

ち
、
着
実
に
頑
張
り
ま
す
。
応

援
し
て
く
だ
さ
い
。

自慢の学校
School of the pride ● ● ● ●

第 1回 一の宮中学校（所在地）阿蘇市一の宮町宮地
（生徒数）２９３人　（創立）昭和 22年　
（学校長）岩切�昭宏　（教頭）中村�賀一

「
一
中
ブ
ラ
ン
ド
」
づ
く
り
ア
ワ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル

２
９
３
人
と
と
も
に
創
る
一
中
ブ
ラ
ン
ド



波野診療所　新任歯科医師のご紹介
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髙
たかむね

宗 康
や す お

隆 医�師(37歳)

《profile》　
資格　�歯科医師、医学博士、歯科

臨床研修指導医、歯科口腔
外科専門医

略歴　�大学歯学部卒業後、熊本大
学医学部附属病院歯科口腔
外科に 12年６か月勤務。

―
趣
味
に
つ
い
て

　
歴
史
が
大
好
き
で
す
。
あ
ら
ゆ
る

時
代
が
好
き
で
す
が
、
特
に
鎌
倉
末

期
・
室
町
時
代
、
明
治
・
大
正
・
昭

和
時
代
が
好
き
で
す
。
他
は
お
酒
や

食
べ
る
こ
と
が
大
好
き
で
、
肉
・
野

菜
に
は
目
が
あ
り
ま
せ
ん
。

―
阿
蘇
の
印
象

　
神
代
よ
り
脈
々
と
続
く
阿
蘇
の
歴

史
は
、そ
の
景
観
と
と
も
に
雄
大
で
、

大
変
興
味
が
そ
そ
ら
れ
ま
す
。
そ
の

阿
蘇
で
仕
事
が
で
き
る
の
は
最
高
で

す
。
今
後
、
い
ろ
い
ろ
な
祭
り
や
イ

ベ
ン
ト
に
許
さ
れ
る
限
り
参
加
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

―
診
療
で
心
が
け
て
い
る
こ
と　

�

　
患
者
さ
ん
中
心
の
診
療
と
い
う
考

え
は
、
全
国
津
々
浦
々
ど
こ
で
も
一

緒
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
患
者
さ
ん

と
と
も
に
疾
患
に
対
し
て
考
え
、
相

談
し
、
患
者
・
医
療
従
事
者
『
一
心

同
体
』
の
精
神
で
、
診
療
を
進
め
る

べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　
一
方
的
に
患
者
さ
ん
の
考
え
だ
け

で
診
療
を
進
め
て
も
ダ
メ
だ
し
、
医

療
従
事
者
だ
け
の
判
断
で
診
療
を
進

め
て
も
患
者
さ
ん
の
為
に
も
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。
医
療
は
患
者
さ
ん

と
医
療
従
事
者
の
二
者
が
一
つ
に
な

ら
な
い
と
進
ん
で
い
か
な
い
と
日
頃

か
ら
考
え
て
い
ま
す
。

―
こ
れ
か
ら
の
歯
科
医
療

　
以
前
か
ら
思
っ
て
い
る
こ
と
で
す

が
、
熊
本
県
は
医
療
に
お
い
て
特
に

歯
科
口
腔
外
科
に
関
し
て
は
地
域
格

差
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

熊
本
市
は
も
ち
ろ
ん
天
草
や
水
俣
、

人
吉
と
い
っ
た
と
こ
ろ
は
、
以
前
か

ら
１
次
医
療
機
関
（
か
か
り
つ
け
歯

科
医
：
開
業
医
）
か
ら
２
次
（
入
院

施
設
の
あ
る
総
合
病
院
）、３
次
（
高

度
医
療
施
設
：
熊
本
大
学
病
院
）
と

医
院
と
病
院
間
の
連
携
（
患
者
さ
ん

に
つ
い
て
の
連
絡
・
紹
介
な
ど
）
が

完
璧
に
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
八
代
や
阿
蘇
な
ど
に
は

歯
科
口
腔
外
科
の
病
院
歯
科
が
存
在

し
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
患
者
さ
ん
は

か
か
り
つ
け
歯
科
医
か
ら
直
接
熊
大

な
ど
へ
紹
介
・
受
診
し
な
い
と
い
け

な
い
状
況
で
す
。
阿
蘇
の
場
合
、
片

道
１
時
間
～
２
時
間
近
く
か
か
る
道

の
り
を
車
で
移
動
し
た
り
す
る
の
は

大
変
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
で
き
れ
ば
今
後
、
阿
蘇
全
域
を
網

羅
し
た
公
的
病
院
に
歯
科
口
腔
外
科

が
開
設
さ
れ
れ
ば
、
阿
蘇
の
歯
科
医

療
は
か
な
り
充
実
し
た
も
の
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

―
市
民
の
皆
さ
ん
へ

　
も
と
も
と
口
腔
外
科
を
専
門
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
波
野
地
区
に
限
っ

て
は
一
般
歯
科
治
療
を
含
め
た
口
腔

管
理
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
も
そ
も
、
阿
蘇
の
そ
の
範

囲
は
広
大
で
、
阿
蘇
全
域
に
歯
科
医

療
が
充
実
し
て
い
る
か
疑
問
に
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　
特
に
阿
蘇
の
中
で
も
波
野
地
区
は

や
や
僻
地
に
あ
り
、
そ
れ
故
に
歯
科

開
業
医
の
先
生
が
波
野
地
区
に
は
お

り
ま
せ
ん
。
波
野
診
療
所
は
唯
一
残

さ
れ
た
診
療
所
で
あ
り
、
今
後
も
診

療
所
の
存
続
と
充
実
し
た
診
療
内
容

で
患
者
さ
ん
の
満
足
い
く
診
療
を
目

指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
熊
本
大
学
勤
務
時
代
に
は

口
腔
癌
の
診
療
に
深
く
関
わ
っ
て
お

り
ま
し
た
の
で
、
阿
蘇
地
区
に
お
住

い
の
方
で
口
腔
癌
で
は
な
い
か
と
不

安
な
方
や
口
腔
癌
治
療
経
験
の
あ
る

患
者
さ
ん
で
、
定
期
的
な
口
腔
癌
治

療
後
の
診
察
を
ご
希
望
な
方
は
是

非
、
こ
ち
ら
へ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ

い
。
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ALT diary
外国語指導助手の日記

　
は
じ
め
ま
し
て
。
波
野
中

学
校
の
外
国
語
指
導
助
手

（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
オ
ン
ド
レ　

バ
ー
テ
ル
で
す
。

　

私
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ

と
い
う
街
か
ら
８
月
に
来
日

し
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、

美
し
く
雄
大
な
自
然
が
あ

り
、
友
好
的
な
人
々
と
羊
が

た
く
さ
ん
い
る
の
ん
び
り
し

た
素
敵
な
場
所
で
、
ク
ラ
イ

ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
「
ガ
ー
デ

ン
シ
テ
ィ
」
と
呼
ば
れ
る
ほ

ど
公
園
と
緑
の
多
い
美
し
い

街
で
す
。
阿
蘇
に
来
て
数
ヶ

月
が
経
ち
ま
す
が
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
と
同
じ
よ
う
に

と
て
も
美
し
く
雄
大
な
自
然

に
囲
ま
れ
、
親
切
で
優
し
い

人
々
が
暮
ら
す
場
所
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

私
の
両
親
や
兄
弟
は
ア
メ

リ
カ
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、

私
に
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

で
出
会
っ
た
日
本
人
の
妻
が

い
ま
す
。
今
回
は
妻
と
一
緒

に
来
日
し
阿
蘇
で
の
生
活
を

始
め
ま
し
た
。
妻
は
英
語
を

流
暢
に
話
す
こ
と
が
で
き
、

実
家
の
あ
る
大
分
の
家
族
や

親
戚
と
と
も
に
私
の
新
し
い

生
活
を
支
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。

　

私
は
教
育
の
分
野
に
興
味

が
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
で
は
教
育
学
を
学
ん
で
小

学
校
の
教
員
を
し
た
経
験
が

あ
り
ま
す
。

　

阿
蘇
で
は
、
波
野
中
学
校

の
外
国
語
指
導
助
手
と
し
て

勤
務
し
、
波
野
小
学
校
、
阿

蘇
小
学
校
、
山
田
小
学
校
に

も
訪
問
し
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
に
外
国
語
や
外
国
文
化
に

つ
い
て
教
え
る
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
が
、
自
分
自
身
や

自
分
の
国
に
対
し
て
自
信
や

誇
り
を
持
て
る
よ
う
に
お
手

伝
い
を
し
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
一
の
宮
中
学
校
外

国
語
指
導
助
手
の
ゴ
ン
ザ
ガ

先
生
と
と
も
に
、
市
の
生
涯

学
習
講
座
（
英
会
話
教
室
）

の
中
級
ク
ラ
ス
を
担
当
し
ま

す
の
で
、
受
講
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

私
を
見
か
け
た
ら
ぜ
ひ
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ

か
ら
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

波
野
中
学
校
外
国
語
指
導
助
手

オ
ン
ド
レ
　
バ
ー
テ
ル

オンドレ先生は５歳から空手を始め、以
来、３２年間トレーニングを続けられ

ています。現在は、６段位を取得され（取
得時、世界最年少取得者）、世界中で指導を
行ったり、大会に出場されたりしています。
　来年、日本武道館で開催される世界大会
にもニュージーランド代表団の選手（団長）
として出場される予定です。
　これまでに指導してきた国々には、イタ
リア、ドイツ、オーストラリア、南アフリ
カなどがあります。興味がある方はインター
ネットの検索サイトで先生の名前を入力し
てみてください。たくさんの画像や動画を
見ることができます。

オンドレ先生は空手の達人！？

検 索A n d r e  b e r t e l

広
告

火
の
山
ま
つ
り
を
楽
し
む
オ
ン
ド
レ
先
生
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阿蘇市在住。
絵や講演で活躍中。

絵・文　あべまりあ

「自然と共に遊び生活した子どもの頃の体験は宝物だ。心身を強くし、感性
を豊かにする。阿蘇の大自然を守るためにも次代を担う若い人や子どもた
ちにもぜひ伝えたい！」と願い、あべさんが描かれた作品をお届けします。

大事にしたい、懐かしい阿蘇の生活 No.20
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図書館へ行こう！

[ 問い合わせ ]阿蘇図書館　�☎３２－００６７・��一の宮図書館�☎２２－２９１６

Aso�Library�News

オススメ図書�新刊案内
あなたの知的好奇心『見たい！知りたい！』を満足させ
るおすすめ本や話題の本など様々なジャンルの本をご案
内します。

移 動 図 書 館

日 程

阿蘇地区　東コース
１１月１２日火・１２月１０日火
山田公民館　　　　　　　
　13：35～ 13：50
下の原公民館　　　　　　
　14：00～ 14：15
西役犬原公民館　　　　　
　14：25～ 14：40
竹原公民館　　　　　　　
　14：50～ 15：10
猿渡製材所前　　　　　　
　15：20～ 15：35
坊中公民館　　　　　　　
　15：40～ 16：00
佐伯商会前　　　　　　　
　16：10～ 16：25

阿蘇地区　西コース
１１月１９日火・１２月１７日火
枳天満宮　　　　　　　　
　14：20～ 14：40
赤水駅前　　　　　　　　
　14：50～ 15：10
宮本酒店前　　　　　　　
　15：20～ 15：40
上の小屋前バス停　　　　
　15：50～ 16：10

一の宮地区
１１月２１日木・１２月１９日木
波野保健福祉センター　　
　10：40～ 11：10
坂梨公民館　　　　　　　
　13：30～ 13：50
古城公民館　　　　　　　
　14：00～ 14：20

※�冬季は、天候や道路状況によ
り巡回を中止することもあり
ますのでご了承ください。

　タイトルを見て、この小説の題材が何なのかわかる
人はどのくらいいるでしょう？！
　著者は、『グリーンマイル』などで知られるあのス
ティーヴン・キング！タイトルを日本語になおすと、
一九六三年十一月二十二日となります。主人公は、こ
の日に起こったある悲劇を食い止めるため、過去へと
通じる穴のなかへ…。世界最高峰のストーリーテラー
による１０００ページに亘る感動の超大作。

１１/ ２２/ ６３㊤㊦ ▷スティーヴン・キング著

　今や生活必需品となったパソコン！より早くスムー
ズに仕事をこなすためにこの本をご紹介します。
　ショートカットキーを使えば、マウスがなくても
あっという間に操作できます。マウスが使いづらい外
出先でもストレスフリー。えっ！こんなことできる
の？と驚くことうけあいの使用方法まで。知らないと
損しますよ。

ショートカットキーリファレンス ▷八木 重和著

　今年、文化遺産として富士山が世界遺産に登録され、
世界遺産に対する関心はとても大きいのだとニュース
を見て感じました。私たちの住む阿蘇も世界遺産登録
を目指していますよね。
　この本は、オールカラーで国や地域別の世界遺産
マップもあり、とても見やすいです。見るだけで世界
遺産を訪れたような気持ちになれます。ゆっくりした
い休日に見るにはもってこいです！

ぜんぶわかる世界遺産㊤㊦

　２０１４年のワールドカップを目指す日本代表の選
手たち。幼いころからの夢をかなえた選手たちは、な
にをやってきたのか？イングランドの名門クラブ、マ
ンチェスター・ユナイテッドで活躍する香川真司選手
は、プロになり、海外で活躍したいという、小学生の
時に描いた夢を実現しました。その道のりを紹介します。
　蒼き SAMURAI ワールドカップをめざせ！シリー
ズは全４巻で、ほかに本田圭佑選手、川島永嗣選手、
内田篤人選手の本があります。

『香川真司』―蒼き SAMURAI
ワールドカップをめざせ！ ▷本郷 陽二編



☎０９６７－２２－７５２０ 院長　武田　典子

ひだまり動物病院開業のお知らせひだまり動物病院開業のお知らせ

☎０９６７－２２－７５２０ 院長　武田　典子
予防医学を中心に、不安な気持ちで来院する動物たちの心が少しでも和らぎますよう、温もり
のある診療を目指しております。犬猫を中心にウサギ等小さな動物の診療も行っております。
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人 権 作 文家族や身近な人との関係を見つめ直し、
人権や差別について話し合う機会を持ちましょう。

人権について語り合いましょう

お
母
さ
ん

内
牧
小
学
校　
６
年　
桐
原　
杏
理

　
「
た
だ
い
ま
。
」

ち
ょ
っ
と
落
ち
こ
ん
で
い
る
よ
う
な
つ
か

れ
き
っ
た
声
で
、
下
を
向
い
て
だ
る
そ
う

に
お
母
さ
ん
が
帰
っ
て
き
た
。

「
お
帰
り
。
」

と
、
弟
と
私
は
宿
題
を
し
な
が
ら
ち
ょ
っ

と
顔
を
上
げ
て
、
ぼ
そ
っ
と
言
っ
た
。

や
っ
と
帰
っ
て
き
て
く
れ
た
と
思
い
な
が

ら
言
っ
た
。

　
お
母
さ
ん
は
い
つ
も
、
夜
の
七
時
か
八

時
に
し
か
帰
っ
て
こ
な
い
。
夜
ご
飯
は
い

つ
も
お
父
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
る
。
だ
か

ら
ほ
と
ん
ど
弟
と
お
兄
ち
ゃ
ん
と
お
父
さ

ん
と
私
で
、
夜
ご
飯
を
食
べ
る
。

そ
の
日
、
お
母
さ
ん
は
久
し
ぶ
り
に
早
く

帰
っ
て
き
た
。
お
母
さ
ん
は
、

「
や
っ
と
終
わ
っ
た
。
」

と
言
い
な
が
ら
荷
物
を
リ
ビ
ン
グ
に
置
い

て
、
普
段
着
に
着
替
え
た
。
「
ま
た
ご
飯

作
ら
な
ん
。
」

と
言
っ
て
、
一
人
で
台
所
に
行
っ
た
。
台

所
か
ら
何
か
ジ
ュ
ー
と
焼
い
て
い
る
音

や
、
野
菜
を
コ
ン
コ
ン
コ
ン
と
切
っ
て
い

る
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。
私
は
手
伝
お
う

と
い
う
気
は
あ
っ
た
け
ど
、
部
活
で
つ
か

れ
て
動
き
た
く
な
く
て
、
弟
と
一
緒
に
テ

レ
ビ
を
見
て
い
た
。
す
る
と
、
お
父
さ
ん

が
、

「
せ
ん
た
く
物
た
た
ん
で
。
」

人 権 作 文 平成24年度　阿蘇市人権作文集「かけはし」より　※学年は平成24年度時点。

と
、
い
つ
も
の
よ
う
に
言
っ
た
の
で
、
お

父
さ
ん
と
一
緒
に
せ
ん
た
く
物
を
た
た
ん

だ
。
私
は
弟
に
、

「
聖
弥
、
早
く
し
て
よ
。
」

と
、
ち
ょ
っ
と
怒
っ
た
感
じ
で
言
っ
た
。

弟
は
、

「
は
あ
、
ま
た
か
よ
。
」

と
、
た
め
息
を
つ
い
て
、
ち
ょ
っ
と
た
た

ん
だ
。
せ
ん
た
く
物
を
た
た
ま
な
き
ゃ
い

け
な
い
し
、
宿
題
も
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な

い
か
ら
、
お
母
さ
ん
の
手
伝
い
を
し
た
い

気
も
あ
っ
た
け
ど
、
で
き
な
か
っ
た
。

せ
ん
た
く
物
を
た
た
み
終
わ
っ
て
も
、
お

母
さ
ん
は
ま
だ
ご
飯
を
作
っ
て
い
た
。
五

分
く
ら
い
た
っ
て
、

「
で
き
た
よ
。
早
く
食
べ
な
っ
せ
。
」

と
、
や
っ
と
で
き
た
と
い
う
感
じ
で
言
っ

た
。
お
い
し
そ
う
な
に
お
い
が
し
た
。
お

い
し
い
ご
飯
が
で
き
た
ん
だ
と
思
っ
た
。

「
は
い
、
わ
か
っ
た
。
」

と
言
っ
て
、
台
所
に
行
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ

「
い
た
だ
き
ま
す
。
」

と
言
っ
て
、
食
べ
始
め
た
。
み
ん
な
あ
ま

り
し
ゃ
べ
ら
な
い
で
食
べ
て
い
た
。
弟

は
、

「
う
ん
、
お
い
し
い
。
」

と
言
っ
て
、
が
つ
が
つ
食
べ
て
い
た
。
お

母
さ
ん
は
、
う
ん
う
ん
う
な
ず
い
て
、

作
っ
て
よ
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
笑
顔
で

《
先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
》

　
杏
理
さ
ん
の
、
手
伝
い
た
い
け

ど
な
か
な
か
手
伝
う
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
気
持
ち
の
葛
藤
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
お
母
さ
ん
が
い

つ
も
よ
り
早
く
帰
っ
て
き
た
時
の

う
れ
し
さ
も
、
き
っ
と
お
母
さ
ん

に
も
伝
わ
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
後
、
お
母
さ
ん
が
早
く

帰
っ
て
き
た
と
き
に
、
一
緒
に
ご

飯
を
作
っ
た
よ
う
で
、
フ
ラ
イ
パ

ン
で
炒
め
て
い
る
も
の
が
ご
げ
な

い
よ
う
に
見
る
手
伝
い
も
し
た
よ

う
で
す
。
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て

い
ま
し
た
。

食
べ
て
い
た
。
私
が
、

「
今
日
、
部
活
き
つ
か
っ
た
ー
。
」

と
言
っ
た
ら
、
お
母
さ
ん
は
、

「
が
ん
ば
ら
な
ん
た
い
。
」

と
言
っ
た
。
お
父
さ
ん
は
だ
ま
っ
て
食
べ

て
い
た
。
お
母
さ
ん
が
作
る
肉
じ
ゃ
が

は
、
あ
ま
か
ら
く
て
や
さ
し
い
味
が
し

た
。
食
べ
終
わ
っ
て
か
ら
の
片
づ
け
は
、

お
母
さ
ん
一
人
だ
っ
た
。
ま
た
、
手
伝
わ

な
か
っ
た
と
思
っ
た
。
だ
け
ど
、
本
当
は

手
伝
い
た
い
。
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阿蘇世界文化遺産リレーコラム
～守っていきたいわがまちの景観と人々～

第 14 回 担当：高森町

高森町商店街は阿蘇カルデラの南外輪山の最
東部（南郷谷）に位置し、日向や矢部に向

かう交通上の拠点として形成されました。高森町
の中心部には、創業２５０年の造り酒屋や創業
１４０年を超える味噌・醤油醸造所等の土蔵白壁
造りの建物が点在し、現在も営業を続けています。
　また、大正から昭和初期にかけて、南郷谷の拠
点として賑わっていた頃の旅館や飲食店、書店、
呉服店等の風情ある町並みが今も残っています。
　この高森町高森地区は「後世に残すべき伝統的・
歴史的町並み」として認められ、平成２５年３月、

熊本県が実施
した【くまも
と歴町５０選】
に選定されま
した。

食改 だより
食生活改善推進員協議会

い
き
い
き
教
室
の
皆
さ
ん
と
体
づ
く
り

把
握
し
て
お
き
た
い
「
自
分
の
カ
ラ
ダ
」

　
９
月
24
日
、
分
１
区
、
２

区
、
３
区
の
い
き
い
き
教
室

が
行
わ
れ
、
60
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
内
容
は
、「
体
重

や
身
長
、
握
力
、
血
圧
等
の

体
力
測
定
」「
介
護
予
防
体

操
」「
運
動
指
導
士
に
よ
る

結
果
説
明
」
で
し
た
。

　
体
力
測
定
は
、
自
分
の
体

力
の
状
態
を
確
認
で
き
、
こ

れ
ま
で
の
自
分
の
生
活
な
ど

と
体
の
状
態
を
振
り
返
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
介

護
予
防
体
操
で
は
、
運
動
指

導
士
に
よ
る
膝
痛
や
腰
痛
を

軽
く
す
る
た
め
の
運
動
を
行

い
ま
し
た
。

　
食
改
か
ら
は
、
自
分
の
体

の
状
態
を
詳
し
く
把
握
す
る

た
め
に
も
住
民
健
診
は
全
市

民
の
皆
さ
ん
に
受
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
、
ま

た
、
休
養
や
食
の
バ
ラ
ン
ス

の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
お
話

を
し
ま
し
た
。
特
に
食
事
に

つ
い
て
は
、
日
々
の
生
活
の

中
で
塩
分
、
糖
分
、
脂
肪
の

取
り
す
ぎ
に
注
意
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
昼
食
に
は
、
食
改
が
作
っ

た
野
菜
カ
レ
ー
と
サ
ラ
ダ
を

試
食
し
、
皆
さ
ん
に
と
て
も

喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

「高森町商店街」

次回のコラムは南阿蘇村が担当します 

「世界遺産こぼれ話」Vol.5
－熊本県は歴史・文化の宝庫です！－

　去る９月１７日に、万田坑（荒尾市）・
三角西港（宇城市）を含む「明治日本の産
業革命遺産」が本年度の世界文化遺産候補
として、日本国からユネスコに推薦される
ことが決定しました！
　来年夏に、海外の専門機関による現地調
査を経て、順調にいけば再来年の夏頃、世
界文化遺産として登録されます。
　また惜しくも推薦には至らなかった、天
草の﨑津集落を含む「長崎の教会群とキリ
スト教関連遺産」についても、来年度の推
薦決定を目指しています。
　熊本県のホームページでは「阿蘇」に加
え、これら２つの世界遺産候補についても
紹介をしています。ぜひご覧ください。

検 索熊本　世界遺産

検 索くまもと歴町５０選



平成26年度　学校法人大阿蘇学園

園児募集　阿蘇中央幼稚園
1年保育5歳児（平成20年４月２日～平成21年４月1日）
2年保育4歳児（平成21年４月２日～平成22年４月1日）
3年保育3歳児（平成22年４月２日～平成23年４月1日）
満3歳児　　　（平成23年４月２日～平成23年12月1日）

☆うれしい♪『幼稚園就園奨励補助制度』があります（所得に応じて補助がでる制度です）
☆働くお母さんお父さんの味方！『夏季保育＆冬季保育』実施しております。
♪♪～随時受付しておりますので、お気軽にお電話ください。　　TEL0967-32-3643

　　預かり保育

朝）７時3 0分～

夕）１８時まで

月日曜
日

のんびり広場 すくすく広場 ぴよぴよ広場
●場　所　波野保育園内
●開放日　�月～金曜
●時　間　9:00～14:00
●電　話　２４‐２８００
※お知らせ端末同番号

●場　所　�一の宮子育て支援センター
(りんどう保育園横)

●開放日　�月～土曜
●時　間　8:00～17:00(土は12:00まで)
●電　話　２２‐４５３９
※お知らせ端末同番号

●場　所　�阿蘇市子育て支援センター
（三久保）

●開放日　�月～金曜(第2土曜開所)
●時　間　9:00～17:00
●電　話　３２‐３８４３
※お知らせ端末同番号

11
月

11 月
食生活改善推進員さんによる料理
教室（9：40一の宮保健センター
集合）

12 火 体験保育
（9：30りんどう保育園集合）

13 水 おもちゃを作ろう 親子ふれあい体操
（３Ｂ体操指導者：大塚美和氏）

14 木 わいわい子育て相談会（乳幼児健診
医、江崎真澄先生による子育て相談会）

19 火 リース作り
20 水 発表会の準備をしよう 不用品交換会・お店屋さんごっこ

21 木 茶道教室 もみじ狩り交流
（10：30乙姫の家集合）

26 火
誕生会・計測日（家庭教育支援コー
ディネーター、井浩子先生による
親の学びプログラム）

27 水 リースを作ろう 誕生会・体験試食会
おはなし会「アップル」

28 木 カントリーダンスをしよう お手玉を作って遊ぼう

12
月

3 火 編み物教室（鍵針・毛糸持参）

4 水 計測・作って遊ぼう
おやつ試食会

5 木 編み物教室（鍵針・毛糸持参）
7 土 保育園の発表会に参加しよう
10 火 お正月飾り作り
11 水 英語で遊ぼう（歌やゲームで遊ぼう）

12 木 調理実習（9：30一の宮保健セン
ター集合）
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子 育 て 支 援 セ ン タ ー 情 報
市では３カ所の子育て支援センターを開設しています。
どのセンターも自由にご利用いただけます。

11月・12月

各所では育児相談を随時受け付けています。電話相談も可能です。（一の宮子育て支援センターは☎ 22-3850 まで）

要予約

要予約

広
告

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約



各 種 健 診 の 日 程

実 施 予 防 接 種 医 療 機 関 一 覧

休 日 在 宅 医

32

お知らせカレンダー
各 種 相 談 の 日 程

心配ごと相談＜無料＞
１１月７日木・１１月２１日木
　9：30～12：00　阿蘇保健福祉センター
　問い合わせ　阿蘇市社会福祉協議会(☎32-1127)

年金出張相談＜(国民年金・厚生年金)予約制＞
１１月１５日金　10：00～15：00　阿蘇市役所
１２月　４日水　10：00～15：00　農村環境改善センター
　予約先　熊本東年金事務所(☎096-367-2503)

もの忘れ相談＜随時受付・無料＞
　問い合わせ　地域包括支援センター（☎32-5122）
　　　　　　　ほけん課（☎22-3145）

こころの相談＜予約制・無料＞
１１月１２日火　13：30～16：00　阿蘇保健所
　予約先　阿蘇保健所(☎32-0535)

４カ月児健診
１１月１２日火　対象者　H25.6.16～7.15生まれ
（受付）通知に記載（場所）一の宮保健センター

７～８カ月児健診
１２月　３日火　対象者　H25.4月生まれ
（受付）通知に記載（場所）一の宮保健センター

１歳６カ月児健診
１１月２６日火　対象者　H24.3月生まれ
（受付）9:00～9:15（場所）一の宮保健センター

３歳児健診
１１月１９日火　対象者　H22.4.27～５月生まれ
（受付）13:00～13:15（場所）一の宮保健センター

１１月１０日
１１月１７日
１１月２３日
１１月２４日
１２月　１日
１２月　８日

一の宮整形外科
松見内科クリニック
脇胃腸科
さかなしハートクリニック
たくもと小児科クリニック
栗林内科医院

２２－３９１１
２２－０２６０
３２－２５００
２４－６２６２
３４－２２０２
２４－１０２４

※ 阿蘇中央病院夜間診療：毎週金曜19時～21時。

もうすぐ１歳児健診
１１月１２日火　対象者　H24.12月生まれ
（受付）13:15～13:30（場所）一の宮保健センター

登記相談（売買・贈与・相続等）＜無料＞
１１月２１日木　10：30～15：00　内牧支所
　問い合わせ　熊本地方法務局(☎096-364-2145)

広報 あそ
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熊本県弁護士会法律相談＜予約制・有料＞
毎週金曜日※年末年始、祝祭日を除く
　13:00～16:00　農村環境改善センター
　予約先　熊本県弁護士会(☎096-325-0009)

熊本県司法書士会総合相談＜予約制・有料＞
毎週水曜日※年末年始、祝祭日を除く
　17:00～20:00　農村環境改善センター
　予約先　熊本県司法書士会（☎096-364-2890）

医療機関名 電話番号 ヒブ 小児用
肺炎球菌 ＢＣＧ

不活化
ポリオ

三種
混合

四種
混合

麻しん
風しん

日本
脳炎

二種
混合

子宮
頸がん

古閑医院 ☎２２－３０００ ● ● ●
松見内科クリニック ☎２２－０２６０ ● ● ● ● ● ● ● ● ●
市原胃腸科外科 ☎３４－１２１１ ● ●
脇胃腸科 ☎３２－２５００ ● ●
小野主生医院 ☎３２－００３９ ● ● ● ● ●
問端内科 ☎３２－０１０２ ● ●
家入整形外科 ☎３２－００４８ ● ●
阿蘇温泉病院　 ☎３２－０８８１ ● ● ●
坂梨ハートクリニック ☎２４－６２６２ ● ●
たくもと小児科クリニック ☎３４－２２０２ ● ● ● ● ● ● ● ● ●
栗林内科医院 ☎２４－１０２４ ● ● ●
阿蘇中央病院　小児科 ☎３４－０３１１ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
波野診療所 ☎２４－２２０３ ● ● ●
※予防接種の対象者については、各予防接種に応じて個別通知や本誌紙面などで定期的にご案内します。
※予約制ですので、必ず事前に電話予約をしてください。また、受診の際は母子健康手帳と問診票をご持参ください。

【問い合わせ　一の宮保健センター　☎２２‐５０８８　お知らせ端末５５‐５０８８】

消費生活相談＜無料＞
１１月２０日水・１２月４日水
　10:00～15:00　内牧支所
　問い合わせ　阿蘇市消費生活センター(☎22-3364)
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体があたたまる
ハクサイと肉団子のスープ

植木 泰
た い し

士さん（24歳）（行政区：北2区）

FRESH  MAN

D a t a
●エネルギー�139kcal　●たんぱく質�8.6 ｇ　
●脂�質�5.5ｇ　●カルシウム�142mg　●塩分�1.8ｇ

食生活改善推進員協議会

材　料（４人分）
●ハクサイ�400g　●ニンジン�100g　
●コマツナ�200g　●春雨�20g　●水�4 カップ
●塩�小さじ 1　●酒�大さじ 2
[ 肉団子 ]
●豚挽き肉�150g　●ネギ�10cm　●しょうが汁�少量　
●醤油�小さじ 1と 1/2　●片栗粉�小さじ１

地

産地消

C ooking!

さわやか

〔趣味〕海外旅行　〔趣味〕けん玉　
〔好きな言葉〕　なるようになる（Que�sera�sera）
〔好きな女性のタイプ〕
　ポジティブで思いやりのある人
〔 阿蘇の好きなところ〕
　自然豊かで水がおいしく、温泉がわくところ

Ｑ．仕事の内容　�阿蘇市のさまざまな出来事を
　　　　　　　　取材し、新聞記事を書く
Ｑ． 仕事で、日頃から心がけていること
　�　　　　　　　物事の本質は何かを考える

阿蘇市役所公式フェイスブック 防災情報も配信します

作 り 方
❶�ハクサイの軸は一口大くらいのそぎ切り、葉は大きめの
ざく切りにする。

❷�ニンジンは２～３ｍｍの厚さの輪切りに、コマツナは２
～３ｃｍに切り、少しゆでておく。

❸ネギはみじん切りにする。
❹�春雨は少しゆでもどし、水気をきって食べやすい長さに切る。
❺�ボールに肉団子の材料を入れる。粘りが出るまでよく混
ぜ合わせ、２ｃｍくらいの団子を作る。

❻�鍋に水４カップを入れ、煮立ってきたら肉団子を加える。
団子が浮きあがったらアクをとり、２分ほど煮て取り出す。

❼�⑥の汁にハクサイとニンジンを加え、１５分程中火で煮
て、肉団子をもどしコマツナと春雨を加え、塩と酒で味
をととのえ、２～３分煮て仕上げる。

熊本日日新聞社　阿蘇総局勤務

寒さが増すに連れ、食卓に温かい鍋やスー
プが並ぶ季節がやってきます。汁物で気に
なる塩分を減らすコツの一つに、具材の量
を増やすことがあります。健康な成人の体
を良い状態に保つ野菜の量は、１日３５０
ｇです。葉菜と根菜、偏らないようにとる
ことがポイントです。




